
は　じ　め　に

岐阜県博物館は昭和51年5月に開館して以来、平成21年度で開館33年目を迎

えます。この間、「岐阜県にゆかりのあるもの」を中心にして、調査研究・資料収

集・保管・展示するということで県民に親しまれ、「心の宝物」を増やしてきました。

国公私立を問わず難題が山積する状況の博物館ですが、平成20年6月に博物館法

が改正されましたように、新しい博物館の在り方そのものが問われています。当博

物館もいっそう時代の変化に対応した、県立博物館ならではの特色ある運営や活動

が求められております。かつてない厳しい県財政状況ですが、「不易」である博物

館の使命を十分に踏まえて、これからも県民とともに歩む博物館として県民のニー

ズに合った「流行」を取り入れ、学校教育や佳涯学習等の場として皆様にご利用い

ただけるよう一層の充実を図っていきたいと考えております。

さて、平成20年度は、特別展1回、資料紹介展等4回、マイミュージアムギャラリー

展示7回を実施しました。特別展「骨のあるやつ」（9／19－11／16）では、動物の

骨格標本を約300点展示して、いろいろな動物の骨格をみることで進化の中で獲得

した形の不思議さや美しさを味わっていただきました。このほか、図録の発行や関

連催事として「講演会」（2回）、「骨のお絵かき一牛君をかこう－」、「食べた魚を

骨にしよう」を開催しました。

また、資料紹介展等として、「ぎふの旅いまむかし～街道・交通・観光名所～」

（4／26～6／22）、「三葉虫の謎～立松コレクション～」（7／5－8／31）、「発掘された

飛騨・美濃の歴史（財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター発掘速報展）」

（11／18－1／12）、「岐阜県のやきもの」（1／24－3／22）を開催しました。さらには、

平成20年度から教育普及活動の一環として郷土学習室に「わくわく体験コーナー」

を設け、来館者の多い十・日・祝日等には当館職員と交流する機会をつくり、多く

のご来館の皆様に楽しんでいただきました。

平成21年度では、特別展として文楽の成立ちと芸能としての魅力を分かりやす

く紹介する「人、和して楽しむ～岐阜の文楽～」を開催し、文楽教室で文楽に生で

触れていただける内容が企画されています。資料紹介展としては、「養老のお坊さ

んが絵を描いた！－博物画と標本による江戸の生物－」、「TORIDAS～それは

鳥です～」、「ラジオ少年の見た夢～真空管から新幹線へ～」、「長良川のあるくらし

～遺跡は語る～」、日本自然科学写真協会写真展「自然を楽しむ科学の眼」を企画

しています。このほか、本年度もマイミュージアムギャラリーの展示（7回）、カ

ルチャー講座、たのしい博物館、特別行事、わくわく体験コーナーなど、広く県民

の皆様に楽しんでいただける催し物を多数計画しています。

ここに、平成20年度の活動の記録を紹介する「岐阜県博物館報第32号」を刊行

しました。ご高覧いただき、当館のさらなる発展のためにご指導とご支援を賜りま

すようお願い申し上げます。

平成21年4月1日

岐阜県博物館長　浅　野　裕　司

ー1－



目

はじめに

I　博物館概要

○設置日的　‥‥‥‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥‥‥‥・‥

○基本的性格と方針・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・‥・

○沿革・歴代館長

○施設・設備　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・・

Ⅱ　平成20年度のあゆみ

○組織　‥・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・‥‥‥・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

○日誌抄　‥‥‥・‥‥‥・・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥・

○博物館協議会　‥‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥‥‥・・‥‥‥‥・‥‥・‥

○実施事業の概要　‥‥‥‥‥・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

○特別展

口「骨のあるやつ」‥‥‥・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

○資料紹介展

□資料紹介展1「ぎふの旅いまむかし～街道・交通・観光名所～」

□資料紹介展2「三葉虫の謎～立松コレクション～」・‥‥‥‥‥

□資料紹介展3「岐阜県のやきもの」・‥‥‥‥‥‥・‥・‥‥‥‥

○財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター発掘速報展
「発掘された飛騨・美濃の歴史」・‥‥‥‥・‥‥‥‥‥‥‥‥‥

○マイミュージアムギャラリー

○調査研究・資料収集活動

□人文部門　・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥‥‥・‥‥‥

□自然部門

ロマイ・ミュージアム部門

○教育普及活動・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・‥‥・‥‥‥‥

○利用状況・・‥‥・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

○博物館関係団体・‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

Ⅲ　利用案内（平成21年度）

－2－

11

1

　

　

　

　

3

　

3

　

4

　

6

8

　

9

　

9

　

1

0

2

　

3

　

4

1

　

　

1

　

　

1

5

　

　

6

1

　

　

　

1

8

　

0

　

2

　

4

　

1

　

2

　

4

1

　

　

2

　

　

2

　

　

2

　

　

3

　

　

3

　

　

3



I　博物館概要

〔設置目的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を収集、保

管、調査研究、公開し、併せて教育普及活動を行うこと

により、広く県民の学習の場となり、また文化財保護の

精神の滴養に役立て、新しい教養と文化の発展に寄与す

ることを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1　基本的性格

・岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）、自然

（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収集保管、

展示、調査研究及びそれらの活用を図る総合博物館と

する。

・県内外の博物館及び相当施設との活発な交流を図ると

ともに、本県の中央博物館としての役割を果たす内容

と設備を有する施設とする。

・学校・社会教育機関等との密接な連携を図り、利用者

が楽しく学習することができ、未来への）研究心と創造

性を開発させるような生涯学習機関とする。

・館蔵資料や地域情報のデジタル化を進め、ホームペー

ジの広報機能と学習機能の充実化を推進する。

・資料の収集及び保存並びに展示に関する専門的な調査

研究を推進する。

2　基本方針

（1）資料収集

県内の人文・自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密な考

証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と企画展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それぞれ人文、

自然の2部門に分ける。総合展示は、誰にも親しめるよ

うな平易な展示を心掛け、本県の歴史や社会、文化の発

展の概要と、自然環境の概要を理解しやすく展示する。

課題展示は、テーマに沿って展示するが、内容において、

前者よりやや高度なものとする。

企画展示は、特定の企画とテーマを設けて、展示をす

る。

展示は以下のものとする。

①　生涯学習の場として、幅広い年齢層に親しめる

展示

②　資料の単なる羅列ではなくストーリー性のある

展示

③　各時代の特色やテーマの本質をとらえた展示

④　できる限り実物資料の展示とするが、更に図表、

模型等他種類の資料も活用した展示

⑤　できる限り資料に直接触れることのできる展示

⑥　視聴覚機器などを取り入れ、見る人に強く訴え

る展示

⑦　解説が明確で分かりやすい展示

各展示室の主題と内容は、次のとおりである。

〇人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」・‥先史時代から近代、現

代に至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を分

かりやすく展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の民俗と美術工芸」‥・特色ある郷土

の民俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」・‥郷土の自然の

概要を生態的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」・‥特色ある自然

物や事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室（特別展示）

特定のテーマを設けて年に数回展示する。

（3）調査研究

・博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究を

行う。

・博物館資料の保管及び展示等に関する技術的な研

究を行う。

（4）教育普及活動

・展示系や博物館資料に関連した教育・普及活動を

行う。

・学校教育や社会教育の関係機関・団体との連携・

協力に努める。
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〔沿革〕
日揮il／16年3月　岐阜県百年記念事業推進

委員会において、博物館
の建設を決定

／4月　教育委員会社会教育課に

博物館準備担当を配置
6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年／1月　博物館開設準備室を設置

展示委員会を設ける

昭和48年8月　起上式挙行

日補間9年3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

昭和50年　3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

日補‖51年1月　展示丁事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了
5月　開館記念式典挙行

一般公開

「巨匠二人展」・「スポー

ツ栄光展」

7月　早大千・両妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一一・展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀

作娘」入館者20万人を

突破
7月　特別展「郷士の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別壊「濃飛の甲胃」

7月　特別展「世界のコガネム

シ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年　4月　入館者140万人を突破

特別展「濃飛の先史時代」
7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

11月　「視鄭許諾“鶴㈲コート「

開設

昭和55年1月　特別展「宝暦治水と薩摩

藩」
5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年　4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御畠山は生きて

いる」

10月　特別展「ふるさとの美濃

占陶」

昭和57年4月　特別展「高賀山の信仰」

入館者70万人を突破

7月　特別娘「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年一朝　特別展「岐阜県の考古遺

物」
5月　入館者80万人を突破

7月　特別展“長良）吊

10月　特別展「郷土の生んだ先

覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習ビデオスタディコー

ナー設置

特別展「濃飛の蘭学」

昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室2を改装

昭和61年4月　特別展「徳川の叩李とく

らし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室1を改装

10月　開館10周年記念式典を挙

行

開館10周年記念展「ふる

さとの祭り」

昭和62年′1月　特別展「飛騨の弥生時代」

入館者110万人を突破

7月　特別展「外国から侵入し

た生きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室1を改装

4月　特別展示室ショーケース

改修

特別展「ふるさとの湿原」

7月　中部未来博’88記念展

「中山道～美濃十一六宿

～」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別痕「濃飛の古墳時代」

7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月　l釧l恐竜足跡化石日ノ出寸

で発見

10月　特別展「移ろいゆく年中

行事」
11月　日本牛命財団から図書

「岐阜県博物館総合案内」
／4，000冊の寄贈を受ける

平成2年4月　特別展「輪中と治水」

7月　特別展「白山の自然」

「恐竜足跡化石レプリカ

除幕式グリーンアドベン

チャー標識設置（自然観

察のこみち）

岐阜県博物館協議会に、
「新しい時代・県民ニー

ズに対応できる博物館の

在り方について」諮問

入館者130万人を突破

10月　特別展「濃飛び）仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から

中開答申

平成3年3月　岐阜県博物館案内標識を

設置
4月　特別展「ふるさとの木の

文化」

7月　特別展「ふるさとの幅乳

動物」
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10月　置県120年・岐阜鹿児島

姉妹県盟約20周年記念展
「鹿児島～その自然と歴

史～」

11月　入館者140万人を突破

平成4年3月　岐阜県博物館協議会から
「新しい時代・県民ニー

ズに対応する博物館の在

り方について」答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの
～交流する縄文・古代人

7月　特別展「恐竜上田・恐竜
～謎とロマン～」

10月　特別展「近世に輝く濃飛

の群像」

11月　小申写生常設展入館料無

料化

平成5年3月　入館者150万人を突破

4月　特別展「土と炎の芸術」

9月　29日大型は乳類足跡化石

を美濃加茂巾で発掘

10月　特別展「失われゆく植物」

11月　「ハイ′、－ハイビジョン

風土記」イメージシュミ

レーションソフトの完成

平成6年1月　20日マイ・ミュージアム

棟起工式
3月　大型は乳類足跡化石を展

示

4月　特別展「川に生きる～水

運と漁労～」

8月　恐竜の菌等荘）同寸で発見

9月　特別展「美濃山地の自然」

10月　入館者160）j人を突破

12月　ユタ州訪問（花フェスタ
’95展／」寸ヒ石の侶用、交

流の推進）

平成　7年3月　マイ・ミュージアム棟工

事の完成ハイパーハイビ

ジョン風土記「ひだ・み

U）紀行美濃路編ソフト完

成

1月　特別展「岐阜の淡水魚」

花フェスダ95にユタ州

恐竜化石を展示
7月　マイ・ミュージアム（ィ

ルチメディア情報センタ
ー）落I）缶式典挙行　　一般

公開

8月　恐竜ゼミナール（用斗’95

開催
10月　特別展「美濃・飛騨の日

代史発掘～律令「町家の時

代～」

人定　士子年記念「円空展」

（名古屋古と共催）

県下第1号㍉として「マル

チメディア口元・ぎふ」

開設
11月　TIJl空シンポジウムI世界

における円空」

平成8年／1月　一計交生常設展入館料無料化

5月　入館者170万人を突破



7月　開館20周年記念展「恐竜

U）ふるさとユタ」

8月　アメリカ合衆国ユタ州プ

リガムヤング大学付属地

球科学博物館と友好提携

調印式挙行
10月　飛騨美濃合併120周年記

念展「岐阜県の明治維新」

11月　飛騨美濃合併120周年記

念「文化講演会」

講師　作家　阿川弘之氏

作家i時日智彦氏

平成9年3月　ハイハーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」

申1両芭編ソフト完成

4月　特別展「花と鳥のイリュ
ージョン～江戸の半間と

芸術～」

9月　特別農「薬草のふるさと

伊吹」
11月　入館者180万人を突破

棚橋賞受賞「岐阜県博物
館“マイ・ミュージアム”

～来るべき世紀の新しい

博物館をE再旨して～」

財団法人日本博物館協会

表彰

平成10年3月　ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」

飛騨街道・郡上街道編ソ
フト完成

アロサウルス骨格標本展

示

4月　ハイハーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行」

完成記念事業：風土記フ

ォーラム「マルチメディ

アで調べる岐阜の魅力」

7月　特別展「つのつのかぶと

むし」

9月　特別展「能面へのいざな

い～白山山麓から～＿

平成11年7月　特別展「恐竜時代～モン

ゴルと手取層群の恐竜た

ち～」

入館者190万人を突破

9月　特別展「恐竜時代」入館

者4万人突破

10月　特別展「水とまつり～古

代人の祈り～」特別陳列

歴代館長名簿

「Flj空展一塊を木に刻ん

で～」

平成12年7月　特別展「海を越えた明治
～ヨーロッパが愛した焼

き物の美～」

9月　特別展「すばらしき東濃

の自然、再発見～白人ヒ

ノキが見てきた生き物た

ち～」

11月　入館者200万人を突破

平成13年7月　特別展「あのころいた烏
～そういえばトキもおっ

たげな～」

9月　特別展「七代目同上部と

国頁、国芳一芝居、錦絵、

中山道～」

11月　ハイビジョン静正面番組

「石ころの動物園」

（マイミュージアムギャラ

リー）

全国ハイビジョン手づく

りソフトフェスタ2001

ダランフリ受賞

平成14年2月　NEI）0共同研究事業太陽光

発電システム完成

3月　バリアフリー対策事業小

型モノレール（スローフ

カー）完成

4月　特別展「温泉廣一湯の華

からのメッセージ～」

5月　入館者210万人を突破

10月　特別展「中山道街道400

年」

平成15年7月　特別展「日満目くらしの歩

み～30年代を中心に一己

9月　特別展「野の辛・山の幸、

岐阜～発見！キノコと山

菜、薬草の魅力～」

10月　入館者220万人を突破

平成16年　7月　特別展「タイムラベル石

器時代一大勤まどんなく

らしをしていたの？～」

9月　特別展「里山ミュージア

ム～ドングリころころオ

オタカびゆ－ん～」

平成17年4月　高校生以下入館料年間無

料化（特別展入館料無料

化）
5月　入館者230方人を突破

7月　特別展「線路はつづくよ

～岐阜、鉄道のあゆみ～

9月　特別展「『名水・温泉・

名勝』展～水と大地の
ハーモニー～」

平成18年　朝　開館30周年記念式典挙行

開館30周年記念特別展
「緑いきいき！岐阜の森」

5月　開館30周年記念植樹

モリゾ一・キッコロ来館

全国植樹祭中濃サテライ

ト会場～来館者全員招待

入館～

8月　入館者240万人を突破

飛騨美濃合併130周年記

念行事博物館1［無料開

放

9月　飛騨美濃合併130周年記

念特別展「錦絵が語る美

濃と飛騨」
11月　文化の日博物館無料開放

平成19年7月　特別展「恐竜と生命の大

進化～中国雲南5億年の

旅～」

9月　特別展「発掘された日本

列島2007－新発見考古速

報展～1

10月　入館者250万人を突破

11月　文化の口博物館無料開放
、向成20年5月　日本生命財団から図書

「岐阜県博物館総合案内」

3，800冊の寄贈を受ける

9月　特別展「骨のあるやつ」

11月　文化のiJ博物館無料開放

在職期間（年度） 倩�����kﾂ� 俤ﾙ�XｯｨｭH�僖�7��｢�！　氏　名 

1 傴ｩ��S�D��小　幡　忠　良 ����平成5年～平成6年 �����(����,9&｢�

2 傴ｩ��S)D���諸��SID��松　尾　克　美 ����平成7年～平成8年 ��H���X��ﾄ���Oﾂ�

3 傴ｩ��SYD���諸��SiD��大　橋　桃之輔 ��"�平成9年～平成10年 俘(��68������ﾕr�

4 傴ｩ��SyD���諸��S吋��吉　本　幹　彦 ��2�平成11年～平成12年 �8��:���u8�����

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智男 ��B�平成13年～平成14年 俘(��ｻH��ﾔx��Eb�

6 傴ｩ��c�D���諸��c�D��廣　田　照　夫 ��R�平成15年～平成16年 兀����(��Yｨ��謦�

7 傴ｩ��c)D���諸��c9D��森　崎　利　光 ��b�平成17年 �ｨ��J���ﾍﾈ���R�

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D���[ﾙ�ﾃ)D��伊　藤　秀　幸 ��r�平成18年 侘8���ﾈ������k��

9 兌ﾙ�ﾃ9D���[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 ����平成19年～平成20年 俘(��夊������ﾗ2�

－5－



〔施設“設備〕

1　博物館 ��ｹgｸｭ的g"�

（掴多念1 鯛し 

人文展示婁2　　　1うつ油 

マイ・ミュージアム 　4曙‾ �����5�98���gｸｭ�8､ｹ{����X�(�X�����H���H��,)f韭2�

ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾 マル＿千 °メiデイア＼ 確スタジオii ＼絵 、重 マイ・ミユ＿＿－ジアム 軍階 迄��788ﾘ6X4(�ｶ��ﾂ�ｶ�k��井����

購整薯八重£宙ン 　ホール 　／ 冰x崎忱}R�ﾉ�X��^b���N���ｶ����ｶ��

マイ・ミュージアム ＼2階 ���ｨ����gｸｭ��ﾃ(､ｲ�

－ 看貌 ミユ「沸叱 、‾ギヤ勢子 白�wx�ｹtｨﾝr��ｩ?����c9$儁Hｻﾒ�����ｭdﾘ,ﾒ�

マイ・ミュージアム 几�����頽B�
ili階i ��ﾈ���"�

審 

iEV ーヱント 詔 を玖i 俟｢�

¢÷嘗 冰��*ｲ�ｩb�

－6－



主要室（名称及び面積）
本　館 俯ｨ��������kﾂ�面積（霜） �7ﾘ48�x7�8X�ｸ5x4�8��室　　　名 冤ｩ�������｢�

2　階 ��c����ﾌ���c(���ﾌ���c8���ﾌ���cH���ﾌ���cX���ﾌ��314．1 126．0 192．0 99．4 55．0 ����､ｲ�エ　ン　ト　ラ　ン　ス　ホ　ー　ル 都h�C��

2　階 �7ﾘ487�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｲ������������ﾌ��202．3 25．3 

3　階 俾��)5x麌���583．8 

自然展示室2 郷土学習室 講　堂 研修室 鼎s��C��店�CB��sH�CR��8�C"�俔H��������������������������18．5 

3　階 �6���48��7(��5x��8x��98��7ｨ���ｸ��8ｲ�192．3 
第6収蔵庫 ��C(�C���+(������������������������47．0 

4　階 ��ﾉ[i5x麌����ﾉ[i5x麌�"�<�¥ｩ5x麌���ﾘ����{�｢�<�¥ｨ���ﾌ��942．3 478．8 193．2 232．2 142．8 
4　階 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�5�5�5x4���x��ﾞﾈ����呵���ｨ����206．3 31．2 43．8 

2　館外施設
（1）　自然観察のこみち
館内における“郷土の自然”の展示に対応し自然環境

の中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然

のすがたを観察できるようにしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3か所、ツツジの群

任地、百草園、マンサクの林などが設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリーンアド
ベンチャー常設コースとして、樹木にQ＆Aパネルを設

置している。

（2）　旧徳山村民家
徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村となり揖斐川

町になったが、徳山の牛活を後世に語り継ぐため、当時

徳山村戸入在住の宮川澄雄さんから家屋の提供を受け、
昭和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用

具なども展示し、無料開放している。なお、平成13年9

月、茅葺屋根の－一部葺き替えを実施した。
・様　　式：木造かやぶき2階建、南平入り

・主　　材：ブナ、トチ

・建　面積：120．97r五

・延　面積：197．48五

・聞　取　り：右図参照

・建築年代：幕末から明治初年ごろと推定
・屋　　根：入母屋、切り落とし窓っき

∴∴「∴ 選製登一読　　＿翳霧 

∴　　一i 劔��x�x����vi�(���

、、騰勢 顔緩 剏q �� ����x���倬ﾈｼ�-H�ﾂ�

、 ����YEIk�������劔w��

≡誓 ��劔 

欒二目頴嵩ゝ 剋ｱ嘉 侭Ty���ｨ�ｨ�｣c�幌}Y�｢�6ﾙiｨ自-I6(6ﾘ�������ｲ�ノ＝星翳 � �/r�∴　∴：・㌻∴∴∴∴ 

旧徳山村民家
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▲1階間取り図

天井 ー∴i∴ 凧 凵^／、、＼ 、／／ 冤 浩マドニかイ一畳三‾三三二三 
）　　‾‾‾‾‾‾‾∈≡li 

言上； ��最葺屋根華三重重 し一一一一一一一一一一一一一一一一で－ 

▲2階間取り図



Ⅱ　平成20年度のあゆみ

総務部長i　　　i管理調整担当 ヽ 機構 ��

学芸部長i ��ﾈ��[h��%8��9b�

副」 
自　然　担　当 

iマイ・ミュージアム担当 i 

教育普及担当

考　　古

歴　　史

民　　俗

美術上芸

動　　物

植　　物

地　　字

2　職員名簿

職　名（担当） 倩�����kﾂ�職　名（担当） 倩�����kﾂ�職　名（担当） 倩�����kﾂ�

館　　　　　長 俘(��夊��耳��ﾗ2�【学芸部】 ���68ﾘ��ﾞ(ﾏｸﾕ�b�［マイ・ミューゾアム担当］ ����ﾞ���������

副　　館　　長 俚):��韭����鯖k��}�{"�学　芸　部　長 刮ﾛ　長　補　佐 

【総務部】 凵m人文担当］ 僮I 伜(��68��ｼX��&｢�

総　務　部　長 刮ﾛ　長　楠　佐 凵i兼）II ��:��ﾙ&｢���68ｷh謦�

［管理調整担当］ 冤l（歴史） 伜(��68��諟��Tb�［教育普及担半］ 

課　長　補　佐 僮I（民俗） 伜(��68���ﾘ����課　長　補　佐 

主　　　　　杏 �H���8������（兼）Il（考古） �+x��夊��ﾔｸ��?��ll �'ﾈ���ｨ������ｽ��

Il 伜(��68��Oﾈ����主任（美術工芸） 偃x夐oYuB�'(�8枻�学芸業務専門職 冉ｸ��nﾈ��ﾉｸ��ﾔ��

II 管理業務専門職 ��ｨ�)_ﾈ����ｮ�-�,h-ﾒ�［自然担当］ 課長補佐 僮l 伜(��gｸ��ｶ���k��

II ��ﾈ��YH���騏)Oﾂ�Il（植物） ��x��:���ﾘ���Tb�

II 傅ﾈ���(��*�.H-ﾒ�II（地学） ��ﾈ��$ｨ����4��

II 兔H��68��Oﾈ��z"�主　　査（動物） �����68��ﾉ(��爾�

ll lI 日日雇用職員 �:�hﾆ"�ﾕﾘﾞ�ｨ����hｾ驃h���写芸業務専門職（古生物） 佝ｨ�����8躪ﾕ��

3　異動

転　出　者

主　　　　　　査

退　職　者　　副　　館　　長

専　門　相　談　役

学芸業務推進職

管理業務推進職

転　入　者

主　　　　　　査

学芸業務推進職

管理業務推進職

長
佐

部
補

芸
長

学
課

円

尾

　

　

吉

島

尾

田

門

前

若

所

藤

中

松

富

河

之

泰

輝

正

正

弘

幸
知

伸

明

一

樹

和
助

香

長
長
佐

部
補

館

芸
長

副
学
課

治

克

彦

男

樹

明

子

真

　

　

昭

信

美

義

絢

藤

田

田

藤

田

本

崎

佐

石

山

加

山

山

江



〔日誌抄〕
4．1人事異動に伴う辞令交付

l M鵬「木の生命～彫刻家のとらえた形

～」（～5／6）

13　ギフチョウを観察しよう

16　里iiJウオッチング

26　資料紹介展「ぎふの旅いまむかし」

（～6／22）

5．3　化石のレプリカをつくろう

4　春のグリーンアドベンチャー

5　まが玉をつくろう

8　『博物館展示案内』知事贈呈式

10　社会人のための準デジタル・アー

キビスト資格取得2日間講座①

（～5／11）

18　間G「矢立～そのアイデアと装飾の美

～」（～6／22）

18　初夏のバードウオッチング

21里山ウオッチング

25　初夏の小川で魚捕り（雨天中止）

6．1化石をみがいてペーパーウェイトを

つくろう

5　博物館活用講座「五感を活用した自

自然観察の方法」
6　博物館活用講座「石器づくり・火お

こし体験のツボ」

楽しい折り紙教室

里山ウオッチング

親子で博物館探検

魚の捕り方教えます～ビオトープの

の魚調べ～（雨天中止）

29　小鳥の骨の標本をつくろう1日目

7．5　資料紹介展「三葉虫の謎～立松コレ

クション～」（～8／31）

6　MMG「なっのとも60年～子どものころ

の　夏休み～」（～8／3）

6　小鳥の骨の標本をつくろう2日目

13　植物標本の作り方教室1日目

16　里山ウオッチング

19　三葉虫を調べよう

20　植物標本の作り方教室2円目

21木の動くおもちゃづくり（恐竜）

26　化石のレプリカをつくろう

27　夏の友を持ってあつまろう

27　江戸時代のおもちゃをつくってみよ

う（紙つばめ）

8．2　岐阜県物知り博士になろう

2　ナイトウオッチング

3　火おこし器をつくろう

9　社会人のための準デジタル・アーキ

ビスト資格取得2日間講座②（～8／10）

10　MMG「1／80の鉄道の世界一廻るあの

懐かしい鉄道～」　（～9／15）

10　実演「鉄道模型の組み立て」

16　化石のレプリカをつくろう

17　実演「鉄道模型の組み立て」

20　里山ウオッチング

23　江戸時代のおもちゃをつくってみよ

う（紙つばめ）

24　実演「鉄道模型の組み立て」

31実演「鉄道模型の組み立て」

9．7　まが玉をつくろう

7　実演「鉄道模型の組み立て」

14　実演「鉄道模型の組み立て」

17　里中ウオッチング

19　特別展「骨のあるやつ」（～11／16）

21　昭和のおもちゃをつくろう（日光写

写真）

28　MMG「中村久子女史の世界一人生に絶

望なし～」（～11／3）

28　特別展講演会「プロの技…剥製師の

お仕事」

10．4　トーク＆コンサート「両手両足のな

い中村久子の一生」

5　骨のお絵かき一牛君をかこう－

11木の実で遊ぼう

12　昭和のおもちゃをつくろう（日光写

真）
13　講演会「母・中村久子を語る」

15　里山ウオッチング

19　講演会「中村久子女史の世界」

26　食べた魚を骨にしよう

11．2　特別展講演会「野生動物救護～はじ

めの－一歩～」

3　博物館無料開放日

3　勘Llオリエンテーリング

3　来館者アンケート調査（閃子分析）

9　岐阜の歴史講座「貴族になった豊臣

秀吉」
16　徳山のくらしを体験しよう

16lilMG「風俗玉手箱「印判手」の世界へ

明治・大正・昭和の風俗～」（～12／／14）

18　財団法人岐阜県教育文化財団文化財

保護センター発掘速報展「発掘され

た飛騨・美濃の歴史」～H21．1′／12）

19　里中ウオッチング

29　講演会「古代美濃の国と税制」

12．6　まが玉をつくろう

7　カブトムシの幼虫をさがそう

14　和凧をつくろう（立体凧）

17　里山ウオッチング

21わら細工～しめ飾りをつくろう～

21MMG「遊竹」（一日21．2／1）

1．6　春の七草ウオッチング

7　七草がゆを食べよう

18　親子で博物館探検

24　資料紹介展「岐阜県のやきもの」

（～3／22）

28　里山ウオッチング

2．1冬のバードウオッチング

18　里山ウオッチング

22　昭和のくらしを体験しよう

3．8　早春のコンサートinミュージアム

～春の音楽を生演奏で～

15　親子で博物館探検

18　里山ウオッチング

20　講演「岐阜のほとけたち」

平成20年度版

（MMG：マイミュージアムギャラリーの展示）

〔博物館協議会〕

当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、また意見を述べる機関として、岐阜県博物館条例（昭和51年）

第2条及び第3条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

氏　　　名 侏ｸ�����������X����������kﾂ�

岩　田　永　子 弍)Xﾈﾊu�D���ﾘx檠^ｩ�X効什�9Uﾂ�

遠　藤　景　子 比┷ｯ)Xﾉ_ｩ�xｼy+r�

片　岡　学　史 弍)Xﾉ_ｩ�y_ｩ�xｼik�gｹYH�YYｹgｹYI+xﾉ9_�;兀I+r�

金　森　昭　夫 �(i?ｩ�i[xｯ)Xﾈ辷��+r�

古　屋　康　則 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYH�ｻ8����iyﾙ�i�Hｧx�｢�

近　藤　栄美子 弍)Xﾈﾊx揵(hｧxﾕｩ+x檠�9Uﾈ��gｹ�8�9zy��68抦ｧxﾕｩ+r�

鈴　木　専　英 弍)XﾈﾊyH饂渥冲h,ﾈ檠Yｸ檠+r�

玉　井　博　砧 ��冖ﾈ�ｨｼｨ皐夐gｹ]ﾈ���9Uﾈ��蹴�

名　和　哲　夫 冖ﾉ��ﾚ�(飃饂渥�+x��ｯ)XﾈﾊyH饂渥仄h檠Yｸ檠+r�

◎早　川　万　年 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYHｻ8����讓ｧx�｢�

平　井　花　画 弍)Xﾈﾊx8h6ﾈ5�5(ｺh檍檠+r�

安　田　たか子 乂xﾕｩd��ﾈ��68ｧx��?�9hｷYv9'H��+r�

◎会長　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年11月14日現在五十音別）

任期は平成20年9月24日～平成22年9月23日
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（開催状況）

月　日　平成20年11月14日

場　所　岐阜県博物館　講　堂

議　題　・今後の博物館の在り方について
・平ラ姥1・22年度の特別展等について



〔実施事業の概要〕

「夢が育ち、感動が体験できる博物館をめざして」を

平成20年度方針として、特別展や資料紹介展などの企画

展、マイミュージアムギャラリー展示を開催した。その

他、参加体験聖の教育普及事業として77本の催事、学芸

員による小中学校への出前授業など多くの事業を展開し
た。

開館32年目を迎え、以前から大きな課題となっている

施設・設備の老朽化とそれに伴う各種機器類の不調、展

示室や収蔵庫の狭隆化等の改修計画の進展はなかった。

しかし、近年、全国的に博物館を取り巻く情勢の変化は

大きく、博物館法の改正もあり、当館においても館の在

り方、将来構想に向けて館外のご意見を伺いながら、議

論を深めた。

1　調査研究事業

人文分野では、岐阜県内の仏像や、遺物・遺跡の調査

研究を行った。自然分野では、モニタリングサイト1000

里地調査を開始、ウシモツゴ保護に関する調査、岐阜県

植物誌刊行に向けての調査研究、百年公園の生物相調査、

手取層群の化石調査などを行った。科研費による研究課

題「子どもの科学的表現を高める環境学習プログラムの

作成一自然のパターン把握を通して－」の研究協力者と
して2年目を迎えた。また、下呂石研究会を発足させ、

展示活動

外部との協働で、人文自然の両分野からのアプローチを

行う研究を開始した。

2　展示活動

特別展・資料紹介展などを下表のとおり実施した。

3　資料収集活動

人文分野では、旧徳山村に係わる増山たづ子氏横影写

真パネルの寄贈を受けた。自然分野では、動物の骨格標

本、はく製標本及び植物レプリカを委託作成した。また、

県内植物標本、県内動物標本などの資料の寄贈を受けた。

4　教育普及活動

学校との連携では、事前打合せを確実に行い、団体入

館の充実を図った。また学校への出前授業や教員研修会
への講師派遣を多く行った。

今年度より、郷土学習室を会場として土・日・祝日・

夏休み相当目に、「わくわく体験コーナー」を開設し、

さまざまなメニューを用意して、来館者と職員の交流の

場とし、好評を博した。

また、ホームページの改修を行い、ぎふポータルを利

用したネットによる催しもの参加受付を開始した。ハイ
パーハイビジョン風土記はデジタル化を行った。今後は

コンピュータによる活用を図る予定である。

展　　　示　　　名 弍ｨ����ｭB�展　　　禾　　　内　　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常設展 僖���ｭB�人文関係では人文展示室1及び20）可変展示コーナーや独 立ケースの展示替えを約30回行った。昭和の居間再現コー ナーでは季節感を出す展示替えに努めた。自然関係では自 然展示室20）可変展示コーナーや独立ケース内を中心に約10 回の展示替えを行った、，また、人文展示室1と自然展示室l で下呂石に関して統一テーマで展示を行った。 ��

特別展「骨のあるやつ」 祷�����仞��｢�無顎類から始まった脊椎動物は海から陸上空中での牛活 ��h�3ccb�～11／／16（11） �/�ｦﾉ;�+X+ﾘ�(+�*H+X+ﾙ�),Y:饂�,ﾉ��ｸ/�+ﾘ,x.�,�*ｨ.x��*"�.ｸ*(.ｸ,�:饂�,ﾈﾙﾈｦ�/���櫁+X����ｸ,ﾉ(h,Xｦﾉ;�+X+ﾘﾆ�,ﾉW2�輊ｶ8.)Oﾈ+X+8/�ｧ�+X-ﾘ,�*ｨ.x���ﾙvﾈ,��iZ�,ﾉ�(､X,亊i�8*｢�鰄,H.亢�檍/�/�ｹ�+X+ﾘ�"�

資料紹介展 ������#h���h�｢�徒歩の旅から鉄道・車の旅への移り変わりと岐阜県の観 祷�3塔B�

「ぎふの旅いまむかし～街道・交通・ ���h��#(�佰ｸ�｢�光名所の由来や変遷を紹介した。それによって、庶民の旅 

観光名所～」 凾ﾆいう視点から、岐阜県の観光の歩みと魅力にふれること ができる場を提供した。 

資料紹介展 度�ﾈ���X���8�｢�三葉虫化石の収集家として世界的に有名な立松氏の全面的 ����3�#R�

「三葉虫の謎～立松コレクション～」 ������3���?ｨ�｢�な協力により、多くの貴重な三葉虫化石を紹介し、その不 思議な）杉態と造形美を堪能していただくと共に、生物の多 様な進化の謎を考える機会を提供した。 

財団法人岐阜県教育文化財団文化財保 �������������｢�岐阜県教育文化財団文化財保護センターが近年県内で発 �8�3�#2�

護センター発掘速報展 ���#����������"�掘調査を行った成果として、古代の鉄鍛冶工房が発見され 

「発掘された飛騨・美濃の歴史」 ��佇��X��｢�た高山市野内遺跡をはじめ、郡上市薬師堂遺跡などの発掘 成果を紹介した。 

資料紹介展 �#��貶��#H���8�｢�当館が収蔵している、織部、西浦焼、温故焼、金華山鹿 滴�3s�r�

「岐阜県のやきもの」 ���8��#(��?ｨ�｢�など、岐阜県各地で作られたやきものを紹介し、県内のや きものの多種多様さについて実物を通して理解していただ く機会とした。 

マイミュージアムギャラリー �����h����｢�「木の生命～彫刻家のとらえた形～」を始め7回の展示会を 実施した。 ��ﾂ�
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〔特別展〕

－平成20年度特別展－

1　展覧会名称

「骨のあるやつ」

2　開催期間

平成20年9月19日（金）～11月16日（日）

3　趣旨

骨は海賊の髄醸マークやタロットの死神のように死を

象徴し、怖くて不気味なものの代名詞である。一方、私

たちの食卓には、アジの干物や手羽先など骨を持つ動物

が食材として並び、骨はとても身近な存在でもある。そ

して、私たちヒトもアジやニワトリと同じように骨を持

つ脊椎動物のなかまである。

現在、脊椎動物のなかまは約5万種類が知られている。

化石として完全な形で見つかった最初の脊椎動物は約4

億7千万年前の顎を持たない動物である。その後、脊椎

動物は顎を獲得し、効率よく餌を摂ることが可能となり、

四肢の進化にともない、陸上や空中での生活を獲得した。

今回の特別展では、こうした脊椎動物の進化をたどり

ながら、いろいろな動物の骨格を紹介した。進化の中で

獲得した形の不思議や美しさを楽しみにながら、多様な

生物の世界に関心を持っていただくことをねらいとした。

≡ �� �� �� �� � 
塵 †＿一言∴ 劔劔 剪� 

妻 �� ��∴　∴∴ �� 劍ﾄ���S��ﾈ���ﾈﾘ(爾�丼�r� 

障薫繋ii露漂盤 劔剪�＿1＝÷イ �� 仂�����ﾋ�麒?�?�?�� 

ー＝ii詰i � � � ����� 

‾¶田 劔劔剪� 

五〇： 劔劔 剪� 

展禾会場の様子

4　展示構成

（1）骨のイメージ

（2）食卓の骨

（3）ペットと家畜

（4）骨の動物園

（5）進化のしるし

・魚とは

・陸へあがる

・ヘビの足

・箱の中の骨

・歯のかたち

・足のかたち

・空を飛ぶために

（6）骨が大好き！I

・吐き戻しを調べる

・遺跡で見つかる骨

・海岸で胃を拾う

・骨格をつくろう

（7）その他

・病気やけがの骨

・おちんちんの骨

・オスの角

・触察展示

体験コーナーの様子

5　関連事業

・特別展講演会「プロの技・・・剥製師のお仕事」

講師：内田　昇（東京内田科学社・剥製師）
・骨のお絵かき－牛君をかこう－

講師：小島　綾子（日展会友）
・食べた魚を骨にしよう

講師：当館学芸員
・特別展講演会「野生生物救護～はじめの一歩～」

講師：浅野　玄（岐阜大学応用生物科学部）

「綬霊．ノ姦塵撥艶麗露勝義／＿＿＿＿、、＿＿霧壊 劔�� ��

一一懸i〉－縫＝－ノ蝶 � ����遙 攣 縁 

∴灘蘭書： 剪�∴ 

∴／ 　　　　　∴∴ � ��∴∵一∴　∴∴∴： 

∴「∴ 偖"������殻堕 ∴「／ ∴∴ ��∴∴ ：∵∴∴ 縞ii滞空鑑国 � 

骨のお絵かき－牛君をかこう－
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〔資料紹介展〕

一資料紹介展1－

1　展覧会名称

「ぎふの旅いまむかし～街道・交通・観光名所～」

2　開催期間

平成20年4月26日（土）～6月22日（日）

3　趣旨

本展では、徒歩の旅から鉄道・車の旅への移り変わり

と岐阜県内の観光名所の由来や変遷を紹介した。

庶民の娯楽としての旅は、江戸時代後期から盛んにな

ったと考えられる。街道の宿場を描いた歌川広重の錦絵

や、名所旧跡の案内として刊行された絵図や冊子、旅人

が携帯した道中記や旅道具などから、街道を歩いて旅し

た当時の社会や人々の様子をうかがうことができる。

明治時代以降、鉄道や車の発達とともに庶民の旅も大

きな変化を遂げた。観光案内の鳥取図や絵はがきなどか

ら、昔ながらの名所旧跡に加え新たな観光地が開発され

脚光を浴びるようになったことがわかる。なかでも、吉

田初三郎らの描いた鳥轍図は、各地の観光名所を周辺の

地理や自然、鉄道網とともにわかりやすく伝えている。

以上のように、庶民の旅という視点から、岐阜県の観

光の歩みをたどりつつ、その魅力の掘り起こしに努めた。

展示会場の様子

4　展示構成

第1部を徒歩の旅、第2部を鉄道・車の旅とする二部構

成で展示した。第1部では街道や宿場の様子と美濃飛騨

の名所旧跡を紹介し、第2部では鉄道などの新しい交通

機関を利用した旅の様子と県内の観光名所を紹介した。

旅は、交通手段の発達にともない、移動時間の短縮の

みならず、時代のニーズに合った新たな観光開発が促進

され旅の楽しみが多様化していった。

この展示では、このような、いまとむかしの旅の文化

の違いに留意した構成を意図した。本展では、歌川広重

や葛飾北斎らの錦絵や吉田初三郎らの鳥轍図をはじめ、

初公開の観光案内や絵はがきなどを含む約80点の旅に関

係する資料を展示した。

（1）徒歩の旅

①徒歩の旅　絵図や錦絵などにより、江戸時代の徒

歩を中心とした旅の紹介

主な資料　絵図（尾州濃川田図）　錦絵（木曽海

道六拾九次之内　御嶽／木曽海道六拾

九次之内　伏見）　冊子（木曽路名所

図会）　旅の道具（東海木曽面道中懐

宝図鑑／早道）　他

②美濃・飛騨の名所旧跡　絵図や名所旧跡図などに

より、当時の人々が訪れた名所旧跡の

紹介

主な資料　錦絵（諸国名所百景　飛騨の篭渡し／

岐阻路ノ駅　河渡　長柄li悌離司船）

名所旧跡図（美濃国養老公園全形絵図）

巡礼絵図（谷汲山華厳寺山内園）他

（2）鉄道“車の旅

①鉄道・車の旅　観光案内や鳥轍図などにより、明

治時代以降に発達した鉄道・車を利用

した旅の紹介

主な資料　鳥轍図（中央日本豪華鳥取図／岐阜県

中部日本観光鳥取図）　双六（鉄道競

争双六）　冊子（鉄道旅行案内）他

②岐阜県の観光名所　観光案内や絵はがきなどによ

り、交通の発達とともに開発された岐

阜県の観光名所の紹介

主な資料：観光案内（世界一景岐阜長良川鵜飼図

／下呂温泉／ライン下りは太田からラ

イン探勝案内／恵那峡の舟遊）絵はが

き（各観光名所）　他

（3）体験コーナー

①「駕籠」の乗車体験

②「新板木曽海道廻双六」の双六遊び

（4）映像コーナー

①「岐阜県内の観光名所」を映像で上映

②「美濃十六宿」映像を紹介
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ー資料紹介展2－

1　展覧会名称

「三葉虫の謎　～立松コレクション～」

2　開催期間

平成20年7月5日（上）～8月31日（日）

3　趣旨

およそ5億4000万年前の古生代カンブリア紀、多くの

生命が爆発的に誕生した。三葉虫もこのとき生まれ、他

をしのぐ勢いで著しい分化を遂げ、古生代を代表する動

物になった。硬い外骨格を持ち、中には優れた光学系を

備えた目をもつ種類もいた。古生代の終わり頃に、他の

多くの生物とともに絶滅するまでの間、三葉虫は地球上

に生息し続けた。はたして三葉虫とはどのような生きも

のだったのか。その生態や進化の過程は未だに多くの謎

につつまれている。

三葉虫は最も古い化石生物の一つであり、姿形が珍し

いうえ美しく、しかも多様性に富んでいるため、世界に

は専門の研究者ばかりでなく、アマチュアの収集家や研

究家も少なくない。今回の資料紹介展では、世界的に有

名な三葉虫の収集家である立松正衛氏の全面的な協力を

得て、多くの貴重な三葉虫化石を紹介した。三葉虫の多

様な形態と芸術的ともいえる造形美を堪能していただ

き、生物の多様な進化に興味を持っていただくことを目

的とした。

4　展禾構成

およそ3億年もの長い間、地球上で生息し続けた三葉

虫。化石として発見されているだけでもその種類は1，5億）

属、10，00種にのぼる。古生代の海に生きた三葉虫が多

様な形態へと分化していくようすを、豊富な三葉虫化石

で展示紹介した。

また、多くの研究者によって三葉虫の興味深い生態と

進化の謎が少しずつ解き明かされてきた。三葉虫はどの

ような生活をしていたのか、そしてどのような工夫をし

て生き抜いてきたのか。三葉虫が獲得していった興味深

い特徴を紹介した。

（1）三葉虫の多様な姿（系統と分類）

およそ3億年もの長い間、生き続けた三葉虫。はたし

てどんな三葉虫がいたのか。立松氏の素晴らしいコレク

ションの中から、多様な三葉虫の数々を展示紹介した。

（2）三葉虫の生きた海（ジオラマ）

古生代の海に生きた三葉虫。はたして三葉虫はどのよ

うな海で繁栄と衰退の道をたどったのか。古生代の海底

のようすを化石やレプリカを使って再現した。

（3）三葉虫の仲間たち（現生動物との比較）

三葉虫はどのような生きものに近いのか。今に生きる

動物たちに仲間を探すことを目指した。

（4）三葉虫のからだのつくり

古生代初期に大繁栄した三葉虫。そんな三葉虫の不思

議で驚くべきからだのつくりを紹介した。

（5）三葉虫の生態

三葉虫は古生代の海底で、どのような生活して、どの

ように成長していったのか。化石をもとに考えてみた。

（6）天敵から身を守る！

古生代の海には三葉虫の敵がいっぱい。そんな厳しい

環境を生き抜くために、三葉虫はどのような方法で身を

守ったのか。その防御方法を紹介した。

（7）「見て、触って、感じて『三葉虫』」

「見て」「触って」「体験して」三葉虫を感じよう。

昨年好評を博した「化石のクリーニング体験」など、今

年もいくつかの体験メニューを用意した。

展示会場の様子

5　関連事業

・化石教室「三葉虫を調べよう」

講師　大野照文民（京都大学総合博物館教授）
・「化石のレプリカをつくろう」

講師　当館職員

猶 騒 ��� ���:�末������WV亦��h��� 

、′∴し　、 
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関連事業「三葉虫を調べよう」の様子
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一資料紹介展3－

1　展覧会名称

「岐阜県のやきもの」

2　開催期間

平成21年1月24日（十）～3月22日（日）

3　趣旨

東濃地方の志野や織部をはじめとして、岐阜県では各

地でさまざまなやきものが作られた。例えば、西濃の温

故焼、岐阜の金華山焼、中濃の安桜焼、束濃の西浦焼、

飛騨の渋草焼など、多くの優れた陶磁器が生み出された。

本展では、当館が収蔵（所蔵・寄託・借用）している

岐阜県各地のやきものを展示した。県内のやきものの多

種多様さについて、実物を通して理解することを主たる

ねらいとした。個々の陶磁器の優れた造形や特徴なども

紹介した。「地域との関係でやきものを見る」という視

点を取り入れ、バラエティに富んだ岐阜県のやきものの

世界に迫った。

4　展示構成

展示は後述の5部から成る。5部の前後に「はじめに」

と「おわりに」を設けた。

（1）　はじめに

オープニングメッセージを掲示。志野や織部などの美

濃桃山陶が高名である一方、その他にも優れたやきもの

が県内に存在することを述べた。

（2）1　西濃のやきもの

西濃地方で作られたやきものを紹介。「三島茶碗」（養

老焼）（伊東恒生民蔵）、初代清水温故作「金蒔絵蝶文

花生」（温故焼）（当館蔵）などを展示。今尾焼を制作する

以前の加藤春岱の作品も、参考展示として出品。

（3）　2　岐阜のやきもの

岐阜地方で作られたやきものを紹介。安藤百曲作「赤

∴∵∴∴∴－∴∴一一∴∴ 

説 く i 鳴�ﾂ�

∴　一∵∴　　　　　「 

∴＿∴∴：∴一 ∴∴三：∴ ��X���h���������������b������������

．i｝（／′〆一一一一一一（／仝／（’ ∴一一一一一∴ ��iy譏�����

展示会場の様子（1）

楽筒茶碗」（百曲焼）（当館蔵）、福田旭水作「染付鵜飼

図茶碗」（金華山焼）（当館蔵）などを展示。美濃須衛古

窯跡群出土の杯・南部（須恵器）も参考展示として出品。

（4）　3　中濃のやきもの

中濃地方で作られたやきものを紹介。「豊国茶碗」（安

桜焼）（伊東恒牛氏蔵）、加藤友平作「孫六漬容器」（ラ

イン焼）（当館蔵）を展示。

（5）　4　東濃のやきもの

束濃地方で作られたやきものを紹介。「織部四方筒向

付」（美濃桃山陶）（当館蔵）、「袖下彩鷺面花瓶」（西浦

焼）（当館蔵）などを展示。志野が美濃で作られていた

ことを実証した荒川豊蔵の作品も、参考展示として出品。

（6）　5　飛騨のやきもの

飛騨地方で作られたやきものを紹介。「赤絵染付梅経

文大皿」（渋半焼）（株式会社芳園舎渋草製陶所代表取締

役　松山正和氏蔵）、長倉二朗作「瓶」（小糸焼）（当館

蔵）などを展示。

（7）　おわりに

立体地図模型に県内のやきものの位置を示した。キー

ワード「面的偏在」・「量的偏在」により、岐阜県のや

きものについて総括を行った。
1、11詰∴詰：＝圏筆＝＝鱒二i‾≡‾＝‾≡ 冓ii二． �� 俘ﾂ�

喜べ∴圏三 劍�����
－i （ 一帖′媛経撃 ����h�X�R����b�.x������������ﾂ����h���������

1 1 

器醗諮‾萱＝雄遜過 

一言∴ 剋O 倡������x���h�hx����

逐素案＿＝＝＿＿一重 剪� 

展示会場の様子（2）

5　関連事業

・1月25日（日）、2月1日（］）・11日（水・視）・15日（日）、

3月22日（日）

「展示解説」

・1月24日（H、2月7日（上）・28日（D、

3月14日（土）・21］（士）

「テグスのかけ方実演－博物館の地震対策－」

・毎週十・日曜日、2月11日（水・祝）、3月20日（金・祝）

「摺絵体験」

・会期中常時

「やきものお絵かき」
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〔財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター発掘速勅甜

1　展覧会名称

発掘された飛騨・美濃の歴史

2　開催期間

平成20年11月18日（火）～平成21年1月12日（月・祝）

3　趣　旨

（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センターは、県内

各地で埋蔵文化財の発掘調査を実施し、郷土の歴史を解

明する貴重な成果を得ている。今回は、近年調査・整理

を行った4遺跡から選んだ約240点の出土品を展示した。

本展では、遺跡の概要をあますことなく紹介するので

はなく、遺跡の特質や意義に焦点を絞って資料選定から

展示構成まで行った。特に、今回は一つの遺跡が展示スペ
ースの大半を占めることとなり、速報展というコンセプ

トの展示にしてはストーリーを編むことができた。

4　展示構成

展示のメインとなったのは野内遺跡である。展示スペー

スの約3分の2を同遺跡の出土品が占め、3分の1のスペー

スに残り3遺跡の出土品が並んだ。

（1）野内遺跡

高山市野内遺跡では、縄文時代から近世に至る幅広い

時代の遺構・遺物が確認されている。この中から、特に

古墳時代・平安時代の水田跡で見つかった木製品と、古

代の集落跡にスポットを当てた。集落は普通サイズの竪

穴住居跡を主とし、出土品も多くは日用の陶器類である。

ごく一般的な集落といえよう。しかし、宮人の身分を示

す帯飾りや硯が見られるなど、役人がこの集落に出入り

していたことが伺われる。

飛騨のし十代遺跡のほとんどは、寺院もしくは官との関

わりをにおわせる。これが古代飛騨の特徴なのであろう。

古代飛騨を語る上で重要な官との関わりを示す資料を入

口正面に据えた独立ケースに展示した。

また、木製品の中には細かな細工が施された物も見ら

れ、木工技術のタイプを知ることができた。

稲 ��高手 �� 

／ �8Ih疫)Lﾘ鈷�I7倡�69W�=ｩ������

蟹田ゆ毎秒　頓醍㊧　笹島 
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展示会場の様子（1）

（2）ウバガ平遺跡

高山市ウバガ平遺跡では、縄文時代から古墳時代の集

落跡、古墳時代後期の古墳4基が発見された。今回は、

弥生時代中期の在地の土器を紹介した。縄文土器のよう

なプロポーションと横羽状文という模様が特徴である。

（3）有坂薬師堂遺跡

郡上市八幡町の有坂薬師萱遺跡は縄文時代中期後半か

ら晩期前半にかけての縄文時代の遺跡。長期間にわたり、

祭祀や儀礼的な空間として利用された様子を紹介した。

（4）荒尾南遺跡

大垣市荒尾南遺跡からは数多くの方形周溝墓や竪穴住

居跡とともに、大溝や水田跡などが確認されている。今

回は方形周溝墓から見つかった弥生土器を展示した。

（5）文化財保護センターの仕事の紹介

会場の中央スペースに、文化財保護センターの事業に

ついて紹介するコーナーを設けた。パウチした現地説明

会資料、発掘調査報告書、広報紙「きずな」、発掘調査・

整理報告の手順を紹介した双六などを並べた。

（6）その他

会期中、わくわく体験では須恵器の拓木取りを行った。

また、会場前に飛騨の古代寺院を紹介するコーナーを設

け、展示理解（古代飛騨の特質）に役立てた。

展示会場の様子（2）

土曜日には（財）岐阜県教育文化財団文化財保護セン

ター職員が、日曜日には当館学芸員が1日2回程度展示解

説を行った。平日も解説員、学芸員がギャラリートーク

を心がけた。

来館者は大人が中心であったが、埋蔵文化財に対する

関心が高く、県外からも多くの方が来館されたことがギ

ャラリートークを通じてうかがわれた。当館で発掘速報

展を開催するのは平成17年度以来であるが、継続した実

施を求める声もあった。

5　関連事業

11月29日（土）には、愛知教育大学教授西宮秀紀氏を

描き、「古代美濃の国と税制」と題する講演会をハイビ

ジョンホールで行ったごi美濃の絹が重用されたことが、

様々な資料に基づいて述べられた、，
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〔マイミュージアムギャラリー〕

1　運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵してい

るコレクションや生涯学習の成果作品を募集し、一定期

間、公開展示の場とする。マイミュージアムギャラリー

企画運営委員会によって審議された内容を参考に作成し

た展示計画に従い、順次展示をする。出展者の募集は常

時行っている。

2　平成20年度の展示状況

回 �5x��麌ｯｨ��ｭB�出　展　内　容 偬���5x���"�

1 滴ﾈ��?ｨ����｢�木の生命 亶ｹ�ﾉ$)nr�

～ ���*Hﾘ�h,ﾈ,h.x*b�

5月6日（火振） �+ﾘﾆ����

2 店ﾈ���?ｨ��?ｨ�｢�矢立 �俚(���驟��

～ ���+ｸ,ﾈ4�486h4�,b�

6月22日（日） ��X�ﾈ,ﾉOﾈ���

3 度ﾈ緤?ｨ�佰ｸ�｢�なっのとも60年 弍)Xﾈﾊx揵(b�

～ �ｨ��,x.�,ﾈ+�.ｸ,ﾂ�学校長会 

8月3日（口） �Hｷ�-ﾘ���

4 嶋ﾈ���?ｨ��?ｨ�｢�1／80の鉄道の世界 伜)69|yWb�

～ ���櫞.�*�,ﾈ沽*�+R�山下秀樹 

9月15日（月初 �*)59;����

5 祷ﾈ�#�?ｨ��?ｨ�｢�中村久子女史の世 �(i�ｨｷh����

～ 丶X���ﾉ�h,��)eﾘ,��史顕彰会 

11月3日（月視 �+X���

6 ���ﾈ��i?ｨ��?ｨ�｢�風俗玉手箱「印判 ��:���Wb�

～ 偃��h,ﾉ�(､X自k韭��R�

12月14日（日） ��Y�8�X諸��,ﾉYy�ﾘ���

7 ��(ﾈ�#�?ｨ��?ｨ�｢����(ﾈ��?ｨ��?ｨ�｢�遊竹 冰h��'ﾈ��橙�

3　展示記録「マイ“コレクション」の発行

展示紹介チラシ「マイ・コレクション」を各回の展示

ごとに発行した。会場内で来場者に配布するとともに、

出展者が自主的に行う広報活動の資料として活用した。

平成20年度は7年度からの通番で第103号から第109号ま

で発行した。

4　出展者による解説“講演“実演等の開催

以下のことを主なねらいとして、出展者の意向を伺い

ながら、解説、講演、実演等の催しものを積極的に開催

している。

・来場者と出展者とのふれあいの場をなるべく多くもつ。

・展示内容の分野について、来場者により分かりやすく

伝えたり、詳しく解説したりする。
・実演や体験を通して、展示内容の分野について親しみ

をもってもらう。

〇第3回展示「なつのとも60年」
・教室　「夏の友を持ってあつまろう」

日時　平成20年7月27日（日）10時～11時30分

講師　岐阜県小中学校長会

場所　ハイビジョンホールほか

・教室　「岐阜県物知り博士になろう」

日時　平成20年8月2日（土）10時～11時30分

講師　岐阜県小中学校長会

場所　ハイビジョンホールほか

教室「夏の友を持ってあつまろう」の様子

「夏の友を持ってあつまろう」では小学生が各学年に、

「岐阜県物知り博士になろう」では中学生が自然分野と

歴史分野に分かれ、「夏の友」や「夏の生活」に掲載さ

れている内容について、詳しく学習する教室を行った。

博物館の施設・展示資料を使った解説や化石の発掘など

の体験的な活動を中心とした教室で、どのグループの子

どもも楽しく参加することができた。

〇第4回展示「1／80の鉄道の世界」
・実演　「鉄道模型の組み立て」

講師　山下秀樹氏

日時　会期中の毎日曜日　13時30分～15時30分

場所　マイミュージアムギャラリー

藍畿；i 
器に暮雲嘉一＝－∴蕃密閉霞圏 　∴∴ 　「 　　言 

実演「鉄道模型の組み立て」の様子

出展者の山下秀樹氏が、蒸気機関車の鉄道模型を組み

立てる様子を公開した。0．1mm単位で金属の部品を削

ったり、曲げたりして形を整え、ハンダ付けをして組み

立てるという予想以上に緻密で高度な作業に、来場者は

驚き、感心しながら実演を見入っていた。また、鉄道模
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型に興味を持っている来場者同士が、コレクションや模

型づくりの技術について情報を交換する場にもなった。

〇第5回展示「中村久子女史の世界」
・トーク＆コンサート「両手両足のない中村久子の一生」

出演　矢吹紫帆氏

日時　平成20年10月4日（土）13時30分～15時30分

場所　ハイビジョンホール

・講演　「母・中村久子を語る」

講師　中村富子女史

日時　平成20年10月13日（月・祝）13時30分～15時30分

場所　ハイビジョンホール

・講演　「中村久子女史の世界」

講師　中村久子女史顕彰会　代表　三島多聞氏

日時　平成20年10月19日（日）13時30分～15時30分

場所　ハイビジョンホール

隅題目’‾ �� �� �� ��b�

、i雷 ���69]飆�ｲ�+X�(�i{8����2��ｨ�H���ﾘﾈ*ｲ��ﾈ柑�R��������������tｨ��ﾈ�����������一∴∴ 綴態 
∴∴ 　撮 

∴∴∴ 

講演「母“中村久子を語る」の様子

中村久子女史の二女である中村富子女史を講師に招い

た講演会「母・中村久子を語る」では、遠方では新潟県

からの参加者もあり、予約の段階で満席になるほどの反

響であった。娘から見た母・中村久子女史の生き方、心

に残る母の教えなどについて、情熱的に、また時にはユー

モラスに語る話に、聴衆は最後まで聞き入っていた。講

演後、マイミュージアムギャラリーで遺品の展示解説も

され、来場者からは大変好評であった。

5　博物館同人としての登録

出展者は博物館同人とし、2団体及び8名に同人登録証

を発行した。

6　平成20年度の出展申し込み

石にイラストを描いた作品、光と影のコントラストを

生かしたアート作品、ひょうたんに装飾を施した作品、

陶芸作品、大正・昭和初期の映画で活躍した役者を描い

た作品、山野草の鉢植え等の生涯学習の成果としての作

品、また、鉄道関連グッズ、アニメグッズ、中国類翠の

彫刻や書画などのコレクション、佐藤一斎に関する資料

と県内各地から計13件の申し込みがあった。展示内容に

関係した体験や講演を予定している企画が多く、様々な

年代の来場者に楽しんでもらえそうな内容であった。

7　マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

〇日時　平成20年11月5日（水）10時～11時30分

○場所　本館会議室

○議題

（1）これまでの展示の経過と課題について
・鉄道模型の展示では模型づくりの実演、中村久子女史

の遺品の展示では二女である中村富子女史の講演など

が好評で、子どもから大人まで幅広い年代から数多く

の入場者を得ることができた。

（2）平成21年度展示計画及び今後の課題について
・現在は費用対効果での評価が問われる時代である

ので、質のよい企画の立案とともに、来館者の増加

という結果も残していくように努力してもらいたい。

・財政難の中、文化施設が切り捨てられる傾向にあるが、

豊かな人間性を育むためにも博物館のような文化施設

は運営を工夫するなどして頑張ってもらいたい。また、

行政も力を貸していただきたい。
・できれば、入館者の中でも一番メインになる子どもが

参加したり、体験したり、学習したりすることができ

る催事が開催できる展示を行いたい。
・歴史や人物に関する資料の展示などでは、講演会など

深く学習できる機会があるとよい。
・個人のコレクションや作品を見てもらう展示だけでは

なく、岐阜県の歴史・文化・産業に触れることができ

る展示を行うことは、とても有意義である。
・年間8回展示で計画を立てたが、著作権等の関係で展

示が不可能になれば、展示回数を減らす。その場合、

展示時期や期間については博物館で決定する。

○委員の構成

氏　　名 冩������������������R�

委員 ����ﾈ��;��ﾒ�岐阜県市長会代表 

Il 舒)68���ﾉu��会社会長 

Il �9:����(蔗�関市教育委員会教育長 

ll 傅ﾉ�ﾈ��ﾕ�u��岐阜県議会教育警察委員会委員長 

II ��:���{(爾�岐阜県公民館連合会長 

II 俚):���ﾏXﾔr�岐阜県町村会代表 

Il 刋�ﾊ���l餮b�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

II 侘9�ﾈ����k��前岐阜県博物館長 

II 兀�:���l韈��岐阜県地域女性団体協議会代表 

lI 亳y68����dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

II 偃�ｷｸ���ﾙnR�岐阜県博物館協会会長 

会長は吉田豊氏、副会長は若宮多門氏が就任。
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〔調査研究。資料収集活動〕

一人文部門－

1　調査研究

＜考古分野＞

（1）展示に係わる調査研究

今回、文化財保護センター発掘速報展のメインは飛騨

の古代集落と水田であった。出土品の理解を深める一助

とするため、古代の飛騨を扱った特集展示コーナーを設

置した。飛騨の盆地に立てられた古代寺院の資料を紹介

し、古代飛騨の特質を浮かび上がらせることができた。

常設展示の展示替えについても、研究成果を反映させ

ながら来館者にわかりやすいテーマ設定を心がけて模索

し、実施した。

（2）下呂石プロジェクトに係わる調査研究

県民とともに行う研究活動として、下呂石研究会発足

に向けて準備を行っている。

まず、下呂石について理解を広めるため、県内遺跡での

利用状況を主に調査研究し、成果を常設展示などに生か

した。また、地学担当者、サポーターとともに、下呂石

原産地の踏査を行った。

＜歴史分野＞

（1）平成20年度資料紹介展「ぎふの旅いまむかし
～街道“交通・観光名所～」に係わる調査研究

庶民の娯楽として発達した旅の様子を知る手がかりと

なる資料について、調査研究を行った。江戸時代では、

錦絵に描かれた宿の情景や名所旧跡を紹介する絵図・冊

子、当時の旅道具から、街道を歩く旅の様子について考

察を行った。また、近代以降では、各地の観光案内の冊

子や吉田初三郎が描いた鳥取図、絵はがきなどから、県

内各地の観光名所と鉄道や車を利用した旅の発達につい

て調査研究を行った。

展示の構成や解説パネルの作成に当たっては、地域と

の関わりを念頭にして、わかりやすい内容の構成を心が

けた。

（2）寄贈資料〃館蔵資料に係わる調査“研究

寄贈された資料の整理と調査研究を進めている。館蔵

資料の確認をしつつ、その掘り起こしに努めた。今後の

展示活動に資することができるよう心がけたい。

＜民俗分野＞

（1）寄贈資料“館蔵資料に係わる調査研究

民俗では、人文展示室1「郷土の百年」、人文展示室2、

3階ロビーにある昭和の居間などを主な展示スペースと

している。人文展示室2では、獅子頭や能面、文楽人形

など岐阜県の民俗芸能に関わる資料を展示した。他は、

季節に関わる資料を中心に定期的に特集展示として展示

替えをした。年間を通じて館蔵資料とその活用について

調査研究を行うとともに、今年度は、少なかったが、新

規の寄贈資料についても積極的に調査し受け入れを行っ

た。

（2）平成21年度特別展「人、和して楽しむ～岐阜の文楽～」に

係わる調査研究

来年度開催予定の特別展について、資料調査を実施し

た。県内においては、現在も民俗芸能として伝承してい

る6保存会（室原・真桑・半原・大井・恵那・付知）で

は、祭礼や発表会での実地調査や借用のお願いを行った。

伝承が途絶えてしまった地域では、人形などの資料調査

や借用へのお願い、また総合的に地域の祭礼や生活にお

いても調査を行った。また、岐阜県への伝承に関わった

先駆者について、長野県や愛知県などにも資料調査を実

施した。

＜美術工芸分野＞

（1）平成20年度資料紹介展「岐阜県のやきもの」に

係わる調査研究

出展作品の選定に当たり、美術工芸分野で取り扱って

いる収蔵品を網羅的に調査した。また、考古分野で取り

扱っている収蔵資料についても、出展候補を探索し、調

査をした。これらの調査は、他分野の学芸員から協力を

得て行った。その結果、バラエティに富んだ作品を出展

することができ、岐阜県のやきものの多種多様さを示す

ことができた。

展示の構成や解説パネルの執筆に当たっては、地域と

の関係を視点に取り入れながら、作品観察や文献渉猟を

行った。この調査結果を活用し、展示を作り上げていっ

た。

（2）常設展示に係わる調査研究

今年度の常設展示では、特別展示コーナーを5回設け

たことが特色として挙げられる。社会の動向や時節等に

目を向けて、テーマの設定と展示品の選定を行った。調

査研究を行い、次の特別展示が実現した。

「東海北陸自動車道全線開通記念特別展示」、「森長

可生誕450周年記念特別展示」、「徳川家茂将軍就任150周

年記念特別展示」、同第2弾、「干支特別展示－子・丑
・寅－」。
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2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年3月31日現在）

分　　野 亊������������劍妤��w��寄　託 ��ﾘ����ﾇb�

実　物 兒����ｲ�自作他 亊���ﾇh��>�ｯ����H�｢�

考　　古 店�3S迭�164 鉄"�5，811（5，399） �3SB�656 塗�3�#��

歴　　史 滴�33#��34 ��#"�4，476（4，170） 鼎��178 滴�3s�"�

民　　俗 祷�33cb�1 ���9，367（7，059） �#3��＝∴† 祷�3s#��

美術工芸 ���3Sッ�17 ���1，603（1，082） 涛R�1，331 �8�3�#��

合　　計 �#��3ツr�216 ��sB�21，257（17，710） 都3b�2，279 �#H�3#s"�

3　寄贈資料一覧（平成21牛3月31日現在）

資　　　料　　　名 �5��B�

増山たづ子氏撮影写真パネル ����

合　　計 ����

【増山たづ子氏撮影写真パネル】

緩饗‾ti 艶i・ 凵F∴→、 剩a登 � �� 剪� 

較 劔 

鐙緩摺 剴蜩ｬ 凵^翳議 � 侏��剪� 

綴籍 剪�㌶：：享：∴∴書籍∴ 劔�ｲ��b�主1－7 をノ／。， ∴∴ �ｩ-B����h�F��������依�������‾聖餐 ∴∴一り∴ ：∴∴ 剪�漫 慈恵 �� ��X���ｦ�葺��������X爾���ﾉ��B�

＝詰りへ↓▲ 劔剿�-B������R����������ﾈ���

一、－。緩饗艶 　綴滋駁′＿寮 凵� ��∴∴ ／÷遼 劍4ｨ7X���劔／熊務 ；÷ 轢．＿＿、 

つ，熊 � 

i繁 刪�x � ��駿滋 
、′′綴、iiた ��

驚 凵�u ��駆 

＿∴▼一∴ �ｩ'ｨ��6ﾘ��^�� � ������ ��X���

▲お猿さんもお友達　コンニチワ

露 凵Q÷一・嫌 i 冩I>R�灘、L ∴∴ ） ∴∴ ∴「 ����ノノ‾闇頴闘 　魂 　誕 

！ ��益ﾘ�����！ ∴∴蹟÷∵∴∴ 

少子　鵡教の　ィ延窃感固想 � 

：峯子： 况��8��������侭:�ﾉﾈｼ�ﾍｲ�

懸態緩 剪�懸 ∴十 ㌧∴： ��y~ﾂ� 

▲檀原分校

∴ � 凵�鸞∴二二；÷ 
脅＿‾ �� ��剪���譁冶�hﾋ��h�ﾂ�

塵騒騒 劔凵Vii 　　　　∴∴∴‾ 

∴ �� � ��H自J�����

醸幾繋二義窒襲蓼 劔劍ｽ�����

〇〇〇教iSHeSe00間 凵A－ 劔．∵∴∵∴∴∴∴∴　∴∴ 　　茎薄霞義塾萎 　　　←∴きざ一 

▲徳山ダム建設現場

半農 凵�n：宏： 

章夫＿411 ��e56ﾕ8�x�x�h�����(�ﾂ�佇(�i.R����X���

緩欒 ∴∴ 劍�X��� 

≡一葉片言｝‾一一 ����

∵∴∴ 侏����8�������佶ﾂ�

▲雪とひまわり
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一自然部門－

1　調査研究

＜動物分野＞

（1）骨格標本の作成

平成20年度特別展「骨のあるやつ」の準備のため、骨

格標本を作製するサポーター組織を作り、ダチョウの骨

格を自作した。特別展終了後も活動を継続し、アオウミ

ガメの骨格標本の作製等を行った。

（2）百年公園の生物相の調査

本年度から環境省のモニタリングサイト1000里地調査

に参加し、当館は①中・大型哺乳類、②鳥類、③チョウ、

④植物について調査することにした。本年度は、①中・

大型哺乳類（10月から11月）、②鳥類（越冬期6回）に

ついて、サポーターとともに調査した。

嵩言霊 � 剪� ��簿 
ー＼1＼iく � �� 

因／ �����wx���� ��

細 ��”騒饗欝轡 � ��紫－ 劍�ﾂ� � 

、、碓 ∴∴十十 ∴ ��刹ﾁ経国 二● ���$ｦ������nx�ｼ��＝＝攫 ��∴∴∴ 、綬‾・’ 凵�� 鑑駿 

騒綴一一一一 1、 � 凵P1－業平 �ｨ�����ﾂ�潔闇騒‾ 劔�ｲ�）iノ圏 

※饗態懇需 　　繍 � � 仂�愉>R� 剪���

十： 撥‾≡ � � 岬白�仂�� 剪�

「 ∴∴ ��

モニタリングサイト1000里地調査（鳥類調査）の様子

（3）動物採集家折居彪二郎の日誌に関わる調査

脅藤郁子氏（沖縄県公文書館）と共同で、折居彪二郎

が鳥類研究者、山階芳麿の依頼で、1926年にロシア連邦

サハリン州（旧樺太）を調査した際に記した日誌の文字

起こしを行い、前半部分を当館の研究報告で発表した。

＜植物分野＞

（1）ヤナギ類の分布調査

ヤナギ類はほとんどが河川敷に生育する樹木である。

また、雑種ができやすく、分類が難しいグループでもあ

る。岐阜県内の植物相の解明と、平成22年度に予定して

いる川をテーマとした特別展の調査のため、県内に生育

するヤナギ類の分布調査を行った。ヤナギの種の同定に

は春季の花の標本と、夏から秋の成葉の標本の両方が必

要である。そのため、県内の木曽川・長良川・揖斐川・

土岐lIi・矢作lii・荘）iI・宮川の各水系でヤナギ類148個

体に個体識別標識を付けて、花と成葉の標本を採集して

分類を行った。

（2）北アルプス槍ヶ岳“穂高岳植物分布調査

岐阜県博物館と岐阜県植物誌調査会では、県内の植物

相を解明するために、高山帯・亜高山帯の植物相調査を

2005年から続けている。2008年度は北アルプスの槍ヶ岳

・穂高岳周辺の亜高山帯と高山帯の植物分布調査を行な

った。調査の結果、これまで博物館に標本がなかったク

モマスミレやミヤマオダマキをはじめ、123種の植物が

確認でき、標本として採集した。

＜地学分野＞

（1）手取層群の調査

平成17年度以降、実施されていなかった荘）i旧辺地域

の手取層群の露頭調査を実施した。平成12年度まで調査

されていた地域以外に新たな露頭を調査した。次年度以

降、調査対象として検討していきたい。

（2）海外恐竜調査

当館学芸業務専門職の桂嘉志浩は、（財）藤原ナチュラ

ルヒストリー振興財団の学術研究助成を受け、夏期にア

メリカ合衆国モンタナ州において恐竜調査を実施した。

また、桂らが同地域の調査をまとめた研究論文は英国王

立協会の科学雑誌に掲載され、2008年12月に「第6回国

際古生物学研究賞」を受賞した。

（3）湯ケ峰流紋岩の調査

「下呂石」「小lii石」の名で知られる湯ヶ峰地域に産

出する流紋岩を調査した。この調査は、今後の当館の新

しい取組「博物館サポーターとともに作り上げる展示」

として、人文の考古担当者と共同で行った。

享∴密告等；、 �������� 
一、霊囲 剄綜O ��

∴言 ����

篭発議 劔��劔剪� ��X���h�����
言網責 凄‘・ ｝i念， 劍���������∴∴∴ ��育��溺 ��董窪i ����

′ 

J ∴∴「 、1： ∵∴ �� ��b���������B� ������∴ � � �������� 

∴言十 ����u���ｸ�｢�ｴR�ｽB�／亮／ 十㌧ や � ���-8��������一箪駕　＿／ iiくへ∴具＿く＼ ��

懸 劍+8�hﾜ�� ��h���b��X���　′ ∴∴∴ 劔11∴ ∴∴ 、∵ 剪焉@ヽ斎た ∴∴ 凛x,H��� �ｨ���������h�����

∴子 剪������X�h�h��� 

下呂石の現地調査の様子
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2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年3月31日現在）

分　　野 亊����������劍妤��w��寄　託 ��ﾘ��ﾇb�

実　物 兒����ｲ�自作，その他 亊���ﾇh��>�ｯ����H�｢�

動　　物 �38�3ピ2�21 ��3"�34，026（19，001） ���0 �3H�3�#b�

植　　物 �#H�3c途�86 �����24，973（11，062） ���0 �#H�3都2�

岩石鉱物 �(�3#�2�5 都2�2，281（　579） �"�0 �(�3#�2�

化　　石 �(�3����70 �#B�2，104（1，085） �#��27 �(�3�c��

そ　の　他 田2�22 ��s"�257（　21） ���0 �#Sr�

合　　計 田(�3イb�204 鉄���63，641（31，748） �3��27 田8�3c湯�

3　寄贈資料一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年3月31日現在）

資　料　名 �5��B�資　料　名 �5��B�資　料　名 �5��B�

植物化石 唐�溶岩 釘�アンモノイド化石 ���

クマタカ �"�オオタカ ���トラツグミ ���

4　購入〃委託作成資料一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年3月31日現在）

資　料　名 �5��B�購　入　先 倬���{���kﾂ�点数 俎x��?ﾈ���b�

魚類骨格標本 唐�東京内田科学社 �+凩鞁ﾈｦ儷ygｲ�7 �8ﾈｹ�>�68怦ｧx���

は虫類骨格標本 �"�東京内田科学社 �-�?ｹ}鞁ﾈｦ儷ygｲ�30 �7�8X�ｸ5ﾘ4�8��X48987ﾈ��6r�

ほ乳類骨格標本 �"�上野剥製所 �-�?ｹ}鞁ﾈｦ儷ygｲ�2 �4�9H4(5��

ほ乳類骨格標本 釘�坂本剥製製作所 �-�?ｹ}�:ｨﾙﾈ8ﾈ7h8ｨ4｢�5 �7�8X�ｸ5ﾘ4�8��X48987ﾈ��6r�

鳥類剥製標本 ����東京内田科学社 ���Z�8ﾈ7h8ｨ4｢�3 舒(ﾞ��ﾘﾘxﾊHｸh��

鉱物 俣又ｨ�E5DTﾄﾄ��

／言 �� ������

田　∴ ����

アンモノイド化石

〇〇 �� �����������X4ﾘ���ﾉﾂ��ｹ�ｭi69¥(���9J�9ﾘ爾�7霆�ﾙｲ�
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ーマイ。ミュージアム部門－

マイミュージアム棟が開設された平成7年頃はマルチ

メディアが珍しい時代であったが、現在は一般のパソコ

ン上で動画を編集することさえ特別ではなくなり、マル

チメディアの普及や啓発を継続する意義は薄れてきた。

他方、既設の機器が老朽化したこともあり、平成19年度

末を以てマルチメディア関連事業を一部休止し、マイミ

ュージアム棟4階の一般利用も停止することとなった。

しかし、博物館事業において情報通信機器を活用する

必要性が失われた訳ではなく、今年度も、情報化が不可

欠な分野に重点を置いて事業を推進した。

1　岐阜県博物館ホームページの改修と活用

紙媒体による広報の縮小傾向を補う手段として、ホー

ムページの充実や活用は非常に重要な位置を占める。

そのような認識から、平成9年9月に開設された岐阜県

博物館ホームページを平成19年3月20日にリニューアル

し、種々の制約によって十分な改修を行えなかった部分

については平成19年度に追加改修を行った。そして平成

20年度は、前年度になお対応しきれなかった部分につい

て、以下のような追加改修を行った。

（1）利用しやすいトップページの実現

リニューアル以後、博物館ホームページ…とりわけト

ップページに対しては、利用者が求める内容と実際の掲

載内容との間にミスマッチがあるのではないか？という

声や、必要とする内容に到達するのが大変なのではない

か？という指摘を少なからず耳にしていた。そこで今年

度は、部署横断的にホームページ検討委員会を立ち上げ、

利用者の立場になってホームページ全体について見直し

をかけ、改修案を作成した。

このうちトップページについては、デザイン的には大

きな変化はないものの、利便性や操作性は格段に向上し

ており、活用度が向上するものと期待している。

（2）団体対応機能の充実

これまで学校団体等の予約受付は電話により行って

灘 ��鞍 ��

、 ��体予約中込 

諾… ����� 

鸞麗議題 �19　　　　　　　　　　　‾‾＝　ニ‾‾「÷訂′ 

く　ら 

漢繋 ������儁�?�?�����∴∴ � 
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嬰 ����
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新たに追加された団体受付機能（公開画面）

きたが、インターネット受付が普及した昨今、利用を

希望する団体にとっては不親切とさえ映り、担当者に

とっては業務効率が著しく悪い、という状況に陥って

いた。そこで今回、予約を入れる立場になって団体受

付ページを設計し、ホームページに組み込むこととし

た。この改修によって、とりわけ学校の先生方の負担

感が軽減されるものと見込まれ、その分、学習プログ

ラムの更なる充実に振り向けられると期待される。

（3）ダウンロード機能の充実

博物館では、チラシ・案内・申請書・報告書・ワー

クシート等、様々な文書や資料を紙ベースで提供して

いる。その大半は印刷前からデジタルファイルの形で

存在し、その多くはホームページ上からダウンロード

できる方が好ましいにもかかわらず、従来、この種の

資料をホームページ上で公開することは困難であった。

そこで今回、様々なデジタル資料をホームページ上へ

容易に登録・公開できる機能を付加することとなった。

今後はこの機能を活用し、例えば、来館前に予備知

識を提供したり、帰宅後の学習深化を支援したりする

等、来館者にとって博物館を利用した学習がより意義

深いものとなるような仕組みの構築に道が開けるもの

と期待される。

なお、今年度はホームページの改修に加え、以下の

ようにコンテンツの充実や利便性の向上にも努めた。

三三五両田山五〇漢音山田SSSngl”：田山””mn聞丁Ⅲ同町　　　　　＿＿　＿

二二二二二「二三車重三重ヨ
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圃　題詞囲圏

ダウンロード用デジタル資料登録機能（管理画面）

（4）インターネット申込の本格運用

岐阜県の公式サイト「ぎふポータル」のイベント申

込機能を利用した催しものの申込受付は、昨年度の実

験的な運用をふまえ、今年度は多くの催しものにイン

ターネット受付枠を設定するなど、本格的な運用を始

めた。利用状況は上々であり、今後もこの受付枠を拡

充する方向で検討を行っている。

（5）WEBニュース等、タイムリーな情報配信

ホームページの充実を語る上で、職員がテキストや

イメージを簡便に投稿できる「WEBニュース」の活用

を忘れてはならない。特別展「骨のあるやつ」の関連

内容をWEBニュースの形で連日のように配信したこと



や、催しものの様子をWEBニュースとして迅速に公開し

たことは、今年度の実績として特筆に値しよう。

2　所蔵品管理用データベースとホームページによる公開

昨年度、帳票出力機能等が安定稼働するようになり、

今年度は新データベースを利用した収蔵資料管理が概ね

順調に稼働するようになった。そして今年度は、当初か

らの重要な課題であるホームページ公開にむけ、前年度

に引き続き「内容の補足・修正」を進めた。これはデー

タベースの随所に残っている未記入の項目や表記が不統
一の箇所について補足や修正を行うもので、各分野の担

当者と連携して作業を行った。

ただし、精査すべき範囲が非常に広く、具体的な見通

しを立てるには今しばらく時間が必要である。そして内

容の精緻化や新データベースに応じた規程改訂等、種々

の課題を克服した上で公開へとつなげる予定である。

3　「ハイパーハイビジョン風土記」のデジタル化

マイミュージアム部門における今年度最大の事業は、

映像ライブラリ「ハイパーハイビジョン風土記～みの・

ひだ紀行～」のデジタルファイル化と、パソコン上で閲

覧できる機能の構築であった。

マイミュージアム棟の開設（平成7年度）当時に導入

されたシステムにおいては、動向等はアナログ形式でレー

ザーディスク上に、写真はハードディスク上に、という

具合に分散して記録されていたほか、アナログハイビジ

ョンは規格そのものが廃止の方向にあった。それは老朽

化した機器が故障した段階で、映像ライブラリの公開ど

ころか保存継承の道さえ絶たれる危険性の高いことを意

味し、デジタル化が急がれていた。

この事業に際しては、著作権上の課題を適切に処理し

た上で、できる限り低予算で、できる限り画質を維持す

る方途を探ることが求められ、その解決に何年もの歳月

を必要としていた。そして、ようやく平成20年度事業と

して予算化され、一連の事業を実施できた次第である。

今後は、郷土学習室における公開を予定しているほか、

活用域は学校への出前講座等にも広がると期待される。

圏園田
▽遭徹した健鶏群 遭椀じ危機織瀬∇

貸東搭栗

東内金義の祭・妻鍵についてみの・ひだ紀行（員土龍）から梱tて椎余した終業
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デジタル化された「風土記」システム

また、機器の都合さえつけば、本館展示室の実物展示

を補足する資料として活用することも可能である。

4　ハイビジョンホールの活用

ハイビジョンホールでは、休日や祝祭日に、特別展等

に関連するDVD作品の上映を行った。また、外部団体の

見学や各種講演会・講習会・イベントなどの会場として

利用を図った。

5　準デジタル“アーキビスト資格取得2日間講座

「デジタル・アーキビスト」とは、文化資料等のデジ

タル化についての知識と技能を持ち合わせ、文化活動の）

基礎としての著作権・プライバシーを理解し、総合的な

文化情報の収集・管理・保護・活用・創造を担当できる

専門家のことで、インターネットの普及や著作権意識の

高揚が進み、そのような知識や技能の必要性は博物館に

とっても年々高まりつつある。そのため当館では、文部

科学省から「社会人の学び直しニーズ対応教育推進事業

『社会人のためのデジタル・アーキビスト教育プログラ

ム』」の選定を受けた岐阜女子大学と共催し、当館を会

場とする「準デジタル・アーキビスト資格取得2日間講

座」を5月と8月に開催した。

準デジタル“アーキビスト資格取得2日間講座の様子

2回の講座には遠く県外からも参加者があったほか、

年齢層が幅広い点にも特徴があった。今後は、新たな資

格取得希望者に対して支援を続けながら、資格取得者の

意欲や能力を本県の文化振興につなげられるように努力

することが、当館の課題となる。
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〔教育普及活動〕

1　概要

小中学校での「総合的な学習の時間」の定着、平成17

年度から実施の高校生以下入館料無料化、生涯学習社会

の進展などに伴い、「社会教育機関」「生涯学習機関」

として、子どもから高齢の方まで幅広い年齢層に対する

博物館の役割が強く求められている。

博物館への入館は、幼稚園・保育園から小・中・高等

学校などの学校団体、子ども会や少年団体をはじめ老人

会や福祉施設の団体にいたる各層に利用され、5万人を

超える入館者を記録した。

当館では、だれにもわかりやすく楽しんでいただける

プログラムや、より体験的な活動内容を開発してきた。

また、来館者とのふれあい交流の場として、郷土学習

室を位置づけ、従来の触察コーナーに加え夏休み・土日

祝日には「わくわく体験コーナー」を設置した。「浮世

絵体験コーナー」「折り紙で大昔の生き物をつくろう」

「日光写真で遊ぼう」「かまれてみよう」などのコーナー

を設け、入館者に好きなときに職員の解説のもと、自由

に体験していただけるようにした。さらに、「ミュージ

アムカード」と「博物館シール」のサービスを継続（3

年目）し、親しめる博物館を目指した。
一方、年間事業の充実も図ってきた。主な20年度の事

業として、特別展（1回）、資料紹介展（3回）、財団法

人岐阜県教育文化財団文化財保護センター発掘速報展（1

回）、マイミュージアムギャラリー展示（7回）のほか、

年間75回の催しものの実施により、総事業数は87回を数

えた。

2　教育活動

（1）催しもの

講座・講演会・自然観察会およびギャラリー出展者の

関連事業（11回）など年間77回の催しものを計画し75回

を実施した。「初夏の小川で魚捕り」「魚の捕り方教え

ます」は悪天候のため、やむなく中止とした。21年度か

らは予備日を設定するよう検討している。

参加状況は大変好調であった。特別展「骨のあるやつ」

の企画関連事業として、「プロの技・・・剥製師のお仕

事」と題した特別展講演会や「食べた魚を骨にしよう」

「骨のお絵かき－牛君をかこう－」「かまれてみよう」

「骨の重さを比べよう」など体験型の催しものやコーナ

ーを実施し大変好評であった。

ギャラリー展示「中村久子女史の世界一人生に絶望な

し～」の関連事業講演会「母・中村久子を語る」「中村

久子女史の世界」も大変好評であった。

緑にかこまれた博物館の立地を生かすため、自然観察

会も各種実施した。中でも、定例化した「里山ウオッチ

ング」は、毎月のリピーターが増え、多くの人に楽しん

でもらうことができた。

（2）入館者対応

入館者により楽しく展示物を見ていただくために、「ワ

ンポイントガイド」や「見学シート」を作成・準備し自

由に使用できるようにしてきた。

学校などの団体に対しては、人文分野におけるカラー

ビンゴを、自然分野では発達段階に応じて興味関心に応

えるための3種類のカラービンゴを用意した。幼稚園・

保育園児にまでカラービンゴの対象を広げられた。

また、小中学校の学習指導要領をふまえた総合学習や

理科・社会の学習で学校の授業と関連させた「秋みつけ」

「川の流れ」「大地の変化」「昭和のくらし」など博物

館の学習教材を使った学習を行い好評であった。

（3）学校、福祉施設などの活用

団体利用は、138団体で、幼稚園・保育園（15）、小

学校（86）、中学校（8）、高校（6）、大学（3）、福祉施

設（3）、その他（17）であった。

地域別の利用状況は、下記のようになる。

美濃地区 鼎��C8�2�岐阜地区 �#H�Ch�2�

愛知県 ����Ch�2�加茂地区 塗�CX�2�

その他l 嶋�C��2�

20年度の利用は、美濃地区の利用のほか、岐阜地区が

多かった。西濃地区からの利用も始まった。学年別にみ

ると、小学校1、2年の利用が半分を占め、百年公園での

活動とセットにした利用が多い。

（4）研修会などの活用

学校関係を中心にして、66団体であった。

（5）出前授業“講師派遣などの活用

出前授業の実施回数は16回（小学校13回、中学校1回、

高校2回）で、理科の授業が中心であった。

講師に招増されたのは7回であった。招鴨先は中学校、

市町村教育委員会等であった。

小′学校の授業、公民館や各種団体への生涯学習の場と

して、様々に活用されている。

3　広報活動

来館者の増加をめざして、広報活動の充実を図った。

特に、以下のことに力を注いだ。

①　公園内に博物館案内を計画的に表示し、入館への呼

びかけに努めた。

②　新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミに対し

て情報提供を積極的に行った。

③　ポスターやチラシの発送先の見直しを図り、より効

果的な広報を目指した。

4　博物館実習生指導

7月21日（月）から7月25日（金）までの5日間、岐阜

聖徳学園大学（3名）・岐阜女子大学（2名）・高知大学

（1名）・愛媛大学（1名）・滋賀県立大学（1名）・四国

大学（1名）・聖徳大学（1名）・京都産業大学（1名）・

大阪芸術大学（1名）・東海大学（1名）・信州大学（1名）

の11大学から14名の学生を受け入れ、実習生指導を学芸

部職員全員で行った。共通実習と選択分野別実習により、

実習生が充実した活動をすることができるよう工夫した。
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5　資料の貸し出し 

分 亢�ｭikﾂ�資料名 ��ﾘ�､ｨ跖ｯｩ?｢�貸出終了期日 �5��B�

人 文 ��乘H�ｨ8ﾘ6(4隍ｩJﾘ8ﾘ6(4�5h6X4)�X･��増山たづ子氏撮影写真 兌ﾙ�ﾃ#�D�8ﾈ�#�?｢�平成20年4月13日 �#��

（財）尾鷲文化振興会 ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽����平成20年4月23日 兌ﾙ�ﾃ#�D紿ﾈ�#�?｢�20 
東武計画（株） ��)�IYH賈_ｹ[ﾙJｸ��6h5x5�8ｸ枴�ﾂ�平成20年5月15日 兌ﾙ�ﾃ#�D綛ﾈ�3�?｢�1 

（株）NHKプラネット近畿総支社 �依X鮖O俚冢Y5izy�ﾈ��7ﾈ5r�平成20年6月11日 兌ﾙ�ﾃ#�D繹ﾈ��Y?｢�1 

東京文化財研究所 儖ﾉEｨﾙ�Zｨ鮖o(蹣D�x維��ﾈ��7ﾈ5x�X6ﾈ4ｲ�平成20年7月　2日 兌ﾙ�ﾃ#�D繆ﾈ�3�?｢�2 
岐阜市歴史博物館 �8���l���Eｨ�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ8��7ﾈ5r�平成20年8月1日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ��Y?｢�1 

天竜川漁協組合 ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｲ�平成20年8月　5日 兌ﾙ�ﾃ#�D繹ﾈ��I?｢�19 

関市教育委員会 �霑8ﾞﾈ���ﾈﾏX鮖o(蹣D�x維��ﾈ���ﾂ�平成20年8月12日 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ����?｢�2 

岐阜市歴史博物館 �8���l���Eｨ�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ8���ﾂ�平成20年9月1日 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ��9?｢�2 
一宮市立北方中学校 ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｲ�平成20年9月　8日 兌ﾙ�ﾃ#�D纔ﾈ�#Y?｢�19 

（株）フジテレビジョン ��ﾘ�(+ﾘ,8����諍w�,ﾈ4ｨ8�8��平成20年9月14日 兌ﾙ�ﾃ#�D纔ﾈ��i?｢�1 

西谷白山神社 �霑8ﾞﾈ���ﾉ$ｩI(�)���ﾔ���X踪ﾛ��ﾈ���ﾂ�平成20年9月22日 兌ﾙ�ﾃ#�D纔ﾈ�#I?｢�3 

富山県埋蔵文化財センター �佝�YIZｩh��ｹ�隶ﾒ�平成20年10月　6日 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ��)?｢�1 
大和文筆館 �ﾉ�ﾈﾙ�dh�Ym��ﾘ･�;刔ｨ�ｾ8鴿Ei>����Hﾞ(��ﾏYk靹8ﾔ��h���ﾈ��7ﾈ5r�平成20年11月1日 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ�#�?｢�2 

（株）朝日新聞社 ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｲ�平成20年11月27日 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ����ﾒ�19 

（株）勉誠出版 �>ﾈ･�>��)�X�7�>ｩ[i7舒ﾘ���-�*��平成20年12月15日 兌ﾙ�ﾃ#�D�8ﾈ�3�?｢�6 
海津市歴史民俗資料館 �駟韜ｸ�(ﾌ9Zﾘ�7倅��傚��(ｻ�-�*��平成20年12月18日 兌ﾙ�ﾃ#�D�(ﾈ�#�?｢�14 
（株）郁朋社 �?��8慄�ﾈﾙ�ｵ��Xｪ����Y�ｩf�7儷Y?ﾉEi�ﾘ�h��7ﾈ5r�平成21年1月18日 兌ﾙ�ﾃ#�D紿ﾈ���?｢�1 

曽我孝司（県立東濃高等学校） 們ｩ����7h8ｨ986x�ｨ���(�)nﾘ齷TﾙEﾉgｸ�Xﾕﾘﾏｸ�i�ﾂ�平成21年2月1日 兌ﾙ�ﾃ#�D�(ﾈ��Y?｢�5 

自 然 ��ﾘ��ﾊ倡9zxｧﾘﾋI(hｧxﾕ｢�ほ乳類頭骨標本 兌ﾙ�ﾃ#�D紿ﾈ�#Dﾆﾂ�平成20年5月　9日 �#��

各務原市立蘇原中学校 �-ﾉ?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�平成20年4月29日 兌ﾙ�ﾃ#�D綛ﾈ�#Y?｢�12 

（特）生態教育センター �+凩�,ﾘ*ﾙ�ｹUygｲ�平成20年5月1日 兌ﾙ�ﾃ#�D綛ﾈ����?｢�47 

光記念館 �-ﾉ?ｹ}��Y+凩�,ﾘ*ﾙ�ｹUygｸ����Z�8ﾈ7h8ｨ4ｩ9��平成20年5月　9日 兌ﾙ�ﾃ#�D纔ﾈ�#i?｢�64 

岐阜県立岐阜盲学校 �-ﾉ?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�平成20年5月18日 兌ﾙ�ﾃ#�D緝ﾈ��?｢�2 

岐阜市立陽南中学校 �-�?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�平成20年5月19日 兌ﾙ�ﾃ#�D綛ﾈ�3�?｢�5 
豊橋市自然史博物館 �:饂�I�ｩUygｲ�平成20年6月20日 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ��y?｢�7 

岐阜県先端科学技術体験センター ���Z�8ﾈ7h8ｨ4ｨ��ｻ�{8ﾙﾈｦ儷ygｸ8ﾈ7h8ｨ4｢�平成20年7月　2日 兌ﾙ�ﾃ#�D纔ﾈ���Y?｢�19 
飯田市美術博物館 ���Z�8ﾈ7h8ｨ4｢�平成20年7月15日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ��Y?｢�1 

岐阜県立飛騨神岡高等学校 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨﾞﾉ�ｸｻ8ﾝ闔ｨ��平成20年7月25日 兌ﾙ�ﾃ#�D繹ﾈ���Y?｢�42 
ハートピア安八 俑�(餠ygｲ�平成20年7月28日 兌ﾙ�ﾃ#�D繹ﾈ��Y?｢�27箱 

エコミュージアム関ケ原 �+凩�,ﾘ*ﾙ�ｹUygｲ�平成20年9月1日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ�3�?｢�6 

岐阜県美術館 俑�(餠ygｲ�平成20年9月25日 兌ﾙ�ﾃ#�D纔ﾈ�#�?｢�36箱 

（有）ザ・ライトスタッフオフィス �484�4�6ﾘ6�99�9�xﾙﾈｦ們ｩ���平成20年10月10日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ��Y?｢�1 

可児市立春里小学校 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨﾞﾉ�ｸｻ8ﾝ闔ｨ��平成20年10月12日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ���?｢�72 

岐阜市科学館 �ｹ�餠ygｲ�平成20年10月19日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ�#�?｢�30 

南山国際高等学校 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨﾞﾉ�ｸｻ8ﾝ闔ｨ��平成20年10月19日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ�#i?｢�120 

（株）KRC 僣饂渥�>�5x麌�,ﾈ����平成20年10月20日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ���9?｢�4 

本巣市立本巣小学校 �6�984�8ｨ+�-ﾈ,ﾉ7儷R�平成20年10月27日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ��I?｢�2 

山県市立大桑小学校 俑�(餠ygｸ��峪�餠ygｸ��ｮ)�鞅ｩZ蔚ygｲ�平成20年11月　8日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ��I?｢�22 
岐阜市立長良西小学校 �ｹ�餠ygｲ�平成20年11月11日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ���?｢�55 

羽島市立竹鼻中学校 �-�?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�平成20年11月18日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ�#9?｢�10 

名古屋市立中央高等学校 �ｹ�餠ygｲ�平成20年11月22日 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ�#�?｢�10 

岐阜市立長良東小学校 �ｹ�餠ygｲ�平成20年11月29日 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ���i?｢�80 

岐阜県立岐山高等学校 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨﾞﾉ�ｸｻ8ﾝ闔ｨ��平成20年12月　6日 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ��9?｢�30 

岐阜市科学館 �ｹ�餠ygｲ�平成20年12月　6日 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ��I?｢�30 

笠松町歴史民俗資料館 �-�?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�平成20年12月17日 兌ﾙ�ﾃ#�D�(ﾈ����?｢�1 

（有）ハマユ 迄-ﾉ?ｹ}�,ﾈ����平成20年12月28日 兌ﾙ�ﾃ#�D��ﾈ���y?｢�5 

関市立武儀中学校 �+凩�,ﾘ*ﾙ�ｹUygｲ�平成21年1月25日 兌ﾙ�ﾃ#�D�(ﾈ��?｢�4 

南山国際高等学校 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨﾞﾉ�ｸｻ8ﾝ闔ｨ��平成21年1月25日 兌ﾙ�ﾃ#�D��ﾈ�3�?｢�138 

犬山市立犬山中学校 �:饂�,ﾘ*ﾙ�ｹUygｲ�平成21年2月15日 兌ﾙ�ﾃ#�D�(ﾈ��y?｢�11 

各務原市教育委員会 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨﾞﾉ�ｸｻ8ﾝ闔ｨ��平成21年3月1日 兌ﾙ�ﾃ#�D�8ﾈ����?｢�12 

岐阜大学教育学部 �ｹ�餠ygｲ�平成21年3月　7日 兌ﾙ�ﾃ#�D�8ﾈ�#I?｢�12 

岐阜市立三輪中学校 �ｹ�餠ygｲ�平成21年3月10日 兌ﾙ�ﾃ#�D�8ﾈ��i?｢�25 

多治見市立平和中学校 �ｹ�餠ygｸ�X峪��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨﾞﾉ�ｸｻ8ﾝ闔ｨ��平成21年3月12日 兌ﾙ�ﾃ#�D�8ﾈ���?｢�85 
エコミュージアム関ヶ原 �:饂�,ﾘ*ﾙ�ｹUym��平成21年3月15日 兌ﾙ�ﾃ#�D緝ﾈ�3�?｢�8 

合　　　計 劔���釘�

6　図書資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年3月31日現在）

区　　　　　　分 ��ﾘ����{��B�備　　　　　考 

一般資料 ����3c3��含　刀剣文庫 

郷土資料 店�3�3�� 

児童書 ���3#cR� 

博物館資料 店�3�3��含　当館資料、棚橋文庫、熊田文庫 

合　　計 �#��3都�� 
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7　刊行物の発行

名　　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、頁 兀I�B�備考 

岐阜県博物館報第31号 �#��CH�C��A4　　　　38頁 塔��� 

平成21年度岐阜県博物館催しもの案内（掲示用） �#��C8�C3��B2 �(�3S���

平成21年度岐阜県博物館催しもの案内（携帯用） �#��C8�C3��A4　　　4ツ折 鼎x�3S���

岐阜県博物館調査研究報告第30号 �#��C8�C3��A4　　　　46頁 都���

【特別展等のポスター・リーフレット】 �#��C��C���B2 �(�3���� 

骨のあるやつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター 

骨U）あるやつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#��C��C���A4 涛X�C����

骨のあるやつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図録 �#��C��C���A4　　100頁 鉄���

【資料紹介展・特別企画のポスター・リーフレット】 �#��CH�C#b�B2 塔��� 

ぎふの旅いまむかし～街道・交通・観光名所～　　　　　　　　　　　　ポスター 

ぎふの旅いまむかし～街道・交通・観光名所～　　　　　　　　　　　　リーフレット �#��CH�C#b�A4 �#��3����

二、葉虫の謎～立松コレクション～　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#��Cx�CR�B2 塔���

三葉虫の謎～立松コレクション～　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#��Cx�CR�A4 �#h�3����

岐阜県のやさもの）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#��C��C#B�B2 塔���

岐阜県のやさもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#��C��C#B�A4 �#��3����

【マイ・ミュージアム刊行物】 �#��CH�C��A4　　　　両面 ���3���� 

マイ・コレクション第103号 

マイ・コレクション第104号 �#��CX�C���A4　　　　両面 ���3����

マイ・コレクション第105号 �#��Cx�Cb�A4　　　　両面 ���3����

マイ・コレクション第106号 �#��C��C���A4　　　　両面 ���3����

マイ・コレクション第107号 �#��C��C#��A4　　　　両面 ���3����

マイ・コレクション第108号 �#��C���C�b�A4　　　　両面 ���3����

マイ・コレクション第109号 �#��C�(�C#��A4　　　　両面 ���3����

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター �#��C8�Cr�B2 ���3����

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット �#��C8�Cr�A4 ����3����

8　幼稚園・学校〃福祉施設等の利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※来館人数は引率者を含む

月“日 ���Xｧxﾕｨ,�,r�学年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,葵�:���>���vR�

4／5 亊h�8�Xﾇ井�ｧxﾕｨ�D8怏�hﾊH�2�年長 ��S"�2．5 �7ﾘ487�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｸ�X齷�)5x麌��Y�ﾉ[i5x麌�ﾊ乂r�

4／25 亊h�8�Xｭi]ｸ支����3b�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

4／30 弍)XﾉU8�X､位傅ﾈｧxﾕ｢�5 塔��2 仆�{5eE(��齷�)5x麌7(9852�

4／／30 弍)XﾉU8�X､位傅ﾈｧxﾕ｢�6 都2�2 俾��)5x麌7(9858���ﾉ[i5x麌7(9858���x,ﾈ-ﾈ.ﾘ.�,ﾈ�)�X�����

51／1 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y(i�ﾙ(i8x抦ｧxﾕ｢�3 涛��1．5 俾��)5x麌7(9858���ﾉ[i5x麌7(9852�

5／／／9 �X�8�YY�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕ｢�1，2 �32�l �=ｸ-ﾘ,(*�7(9852�

5／13 弍)XﾉU8�X蕀}i>ﾈ抦ｧxﾕ｢�5 ���b�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���ﾉ[i5x麌7(9852�

5／／13 �ｨ耳自W育8��I&ﾘ�ｨ�Y5i;�ﾈｧxﾕ｢�3 涛��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���ﾉ[i5x麌�ﾊ乂r�

5／14 佛8�8�8�Xﾅ8�9<�¥ｨ辷腕�中学部 ��b�1．5 僮(�(ﾊ乂r�

5／′ノ16 亊i>ﾈ�YW�ｨ�ﾈ抦ｧxﾕ｢�2 ���r�l �=ｸ-ﾘ,(*�7(9852�

5／／16 亊h�8�Y��&ﾘ抦ｧxﾕ｢�1 都b�1 俾��)5x麌7(9852�
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11／114 儖ﾉEｨｽ��Y(itﾉ&ﾘ惲�1 鼎��：う 做�-ﾘ,(*�7(9858��齷�)5x麌7(9858���,ﾈ4�8�7H6x��6�984�8ｩ4ｨ�｢�

11／／19 俘)W育8�X,ﾘ,�+ﾈ,ﾉfｹv8ｦﾘﾌR�年長 ��ｸﾕﾒ�l Iヽ ∠ 1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

lIi／／20 犯ﾆﾈﾊx�8�YW�ｨ惲�6 0 2 田R���ﾈﾋ�鬨����Y&��｢�

11／21 免侭]9*ﾈ�Vﾆ緬]9�ﾉ(b�田��俾��)5x麌7(9852�

ll／121 �-�+�-ﾅh�ｨ5H8ﾘ92�����2．5 俾冰(ﾊ乂r�

ll／（／26 乂ﾘ鉑*ﾈ�X鉙釐惲���CB�3 做�-ﾘ,(*�7(9858���,ﾈ4�8�7H6r�

11／，l／27 弍)Xﾈｽ���5H6ｨ�ｸ5H486�48985��ｸ6�5h8x6�8ｹv9'H���年中 （） 0 6 涛"�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／′28 亊h9hﾋI*ﾈ�Yfｸ惲��3��l 俾��)5x麌7(9852�

11／128 亊h9hﾋI*ﾈ�Y>ﾈ惲�鼎b�1 俾��)5x麌7(9852�

11／（／28 亊h�8�Xｾ�{8惲���ｸ�����2 ��ﾈﾋ�Kﾈ����Y&��｢�

12′Ii′　2 丿Yk�ﾋH�8�Y=���i?�惲�3 ��#R�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

12／iI3 弍)Xﾈ�8�Y+y|x惲�3 ����X����1 俾��)5x麌7(9852�

12／′　3 �X�8�Xｾ�{8惲�6 �3��2 ��ﾈﾋ�鬨����Y&��｢�

12／／5 �X�8�Xｾ�{8惲�6 0 年長・中 ��c3��2 ��ﾈﾋ�ｧx����Y&��｢�

12／／13 冽ｹ�*ﾈ�Ywｹ�*ﾉ�X��琪�ｻ8�����C��3 仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5x�����Xﾅｨ�������U9{ﾈﾊ們｢�

12／／16 佩I�9*ﾈ�X�9Ehｻﾘ惲��#2�4 ��ﾈﾋ�ｧx����ﾄｨ�ｩzﾈ.ｨ�ｨ��ｻ�{8������齷u(ﾊ����

1／／7 亊i>ﾈ�X抦ｾ�69]ｸ支���塔R�1 俯Y��*ｨ.B�

l′／31 弍)Xﾈ�8�Xｯ)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYIyﾘ怦ｻ8屍�3 �#��5 仆8孜X�ｷ倬hｼh,�,(*(,H��H靫ｹ��ﾆx馼ｼh,�,(*(,B�

2′／／4 弍)Xﾈ�8�X��Eｸ惲�：う 田R�5 0 1 �4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ��ｻ�{8������齷�)5x麌7(9852�

2／′　4 弍)Xﾉ-ﾘ�Y+y|y(b�2 �"���X�ｩ�ﾈﾋ���&隗yZｩnﾈ�｢�

2′／12 儖ﾉEｩ{ﾈ�X-8+ﾘ,ﾙv8ｦﾘﾌR�年中 �3��仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

2′生3 亊i>ﾈ�Y?�9hｷYv8ｦﾙ[r�年長 涛B�1．5 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷�)5x麌7(9852�

2／i／20 儖ﾉEｨ��l韈8�Yd�饐ｸ支���年長・中 鉄"�2 仆�{8������ｻ�{8u��D���(��齷�)5x麌7�9852�

2／／24 儖ﾉEｨ��l靂8�Y��69�i?�]ｸ支���年長・中・小 年長 都2�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��齷u(ﾊ����

3／／5 偬�$ｨｾh��8ﾈｹ��ｨ�Y:ﾉ����Y��H饂渥們ｨﾊHｸh���32�2 僣饂渥丼Iwh�����ﾌ��X���Z位������ﾉ[i5x麌�����Xﾊ乂r�

3／（／6 儻ﾘﾄｹ*ﾈ��I&ﾘ�ｨ�YWﾘﾄｹv9'H���都R�2 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷�(ｵx麌7(9858���ﾉ[i5x麌ﾊ倬｢�

：〕／／6 儖ﾉEｨ��l韈8�X��l駭ﾉ]ｸ支���年長・中 ��#��2 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷�)5x麌7(9852�

3，／31 �(髦�8�X��,x.�8�4�8�4�%I.9&2�小2－中2 ����2．5 仆�{8������ﾘx琩�%h�ｨ������ｯ)Xﾈﾊx,ﾈ齷�(������齷u(ﾊ傴b�

合　　　　　　　　　計 �138団体 塔CSr� 
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9　催しもの開催状況

事業名 弍ｩ?｢�対　　　　象 �.�R�参加 �>���������������������������vR�

企画展 度������親子 �3�kﾂ�28 倅�I(�/�+(-x.h*B�

関連事業 祷���ﾃ�#��一般 ��3�kﾂ�65 �<�¥ｩ5xﾗX�檍�X7h8ﾘ,ﾈｵｨ�9Hﾙ�ｸ踪,ﾈ*域H馼�b�

10／15 ���+ﾂ�20名 田R�骨のお絵かき一年君をかこう－ 

10，iI26 ��X���15組 ��b�食べた魚を骨にしよう 

11／2 �ｨ耳自L｢�130名 �#��特別展講演会「野生動物救護～はじめの　一歩－」 

il／ノ129 �ｨ耳�YL｢�上）0名 田2�速報展講演会「古代美濃の国と税制」 

カル 侘3�b�i般 �,�+R�45 囘ﾈ�(4X4�6(6�984��

チャー 店�����i般 ��h��/8�ｩkﾂ�19 倆�檠�ﾈ,ﾈ+ﾘ-��ｨ,ﾈ��6h5x5�8ｸ�X4��ｸ4ﾈ7(5�6x��ｦ偃i;�$fﾈ虜ﾗXﾜ�����｣�?ｨ�ﾒ�

講∴∴庖 店�ﾆ免ﾂ�一般 �3�kﾂ�20 56 38 倆�檠�ﾈ,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ��6h5x5�8ｸ�X4��ｸ4ﾈ7(5�6x��ｦ偃i;�)?ｩn(ｶﾈﾌ�����｣(��?｢�

5，21 ��YL｢�なし 剽｢山ウォッチング 

6月8 �ｩL｢�なし 剽｢中ウオッチング 

7／ノ16 �ｩL｢�なし �#b�里中ウオッチング 

8：9 ��ｸ自L｢�30名 ����社会人のための準デジタル・アーキビスト資格取得21出航詰座（1）lilLl 

8／110 ��ｸ自L｢�30名 ����社会人のための準デジタル・アーキビスト資格取得2「日置講座（1）2日目 

8／20 ��YL｢�なし ��h�ﾃ��豊山ウオッチング 

くら17 �ｩL｢�なし �#2�里I申ウオッチング 

10／115 �ｩL｢�なし �#R�甲山ウオッチング 

11　9 �ｩL｢�∴、日子、 なし なし �#��岐阜の歴史講座「貴族になった豊臣秀吉」 

11日9 �ｨﾜB��3��里山ウオッチング 

12／117 �ｩL｢��#��里中ウオッチング 

l′128 �ｨ鰾�なし ��cSR�卑小ウオッチング 

2／′18 �ｩL｢�なし �3b�里中ウオッチング 

3，18 �ｩL｢�なし 鉄2�里中ウオッチング 

告20 �ｩL｢�20名 ��x�b�講演　‾岐阜のほとけたち」平成20年度版 

たのしい 末ﾃ2�X��2�X�絣�X�c��h����親子 �#�kﾂ�111 俾��(ｬ��檍�X4ﾘ7H6�8x4X/�ｬ��+X.h*H�b�

博物館 剞e子 ��ﾈ����kﾂ�37 �ｹ��,ﾈ8ﾈ7H8ｨ4ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

一般 �3�kﾂ�37 �-ﾈ*ｨｼｨ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

親子 親子 小字生以上 �#�kﾂ�上） 俾��(ｬ��檍�X�廩,ﾈ6��ｸ�ｸ6�4H��?ｨ5ﾈ6�984��

20／名 几ﾉ5i(c��2�自然観察会「初夏の小川で魚捕り＿ 

20／名 �#��化石を本がいてペーパーウ：丁子トをつくろう 

6，ノ15 �ｩL｢�l／10名 �3"�楽しい折り紙教室 

6／21 ��X���20名 �#��親子で博物館探検 

親子 �#�kﾂ�両天中止 仍ｸ,ﾉ]�.雲ｸｻ8*h-ﾈ+x��7(4�6x耳耳7X,ﾈｹｹ+(-x���

6　29 �ｩL｢�15セット 唐�小鳥U）骨の標本をつく／）う1【用 

7　6 僵ｸ�b�15セット ��ｸ�｢�小鳥の骨の標本をつくちう2日Fl 

7（13 ��X���20名 ��"�植物標本の作り方教室1日1 

7　20 ��Sx�ﾂ�20名 ��"�種物標本の作手ノ）方教宅2回1 

7ノ21 7／′26 7127 8iL） 侭L｢��X����X���40＿名 田��木の動くおもちゃづくり（恐竜） 

／10名 �3��化石のレプリカをつくろう 

10組 ��b�江戸時代のおもちゃをつく一）てみよう（紙つげめ） 

親子 �#��r�57 �6�486x4Y*�686�984��

8　3 ��X���傅ﾃ9D闌��8�｢�20組 �3r�火おこし器をつくろう 

8／16 ��X���＝）名 ����R�化石のレプリカをつくろう 

8／ノ23 ��X���10組 ��"�江戸時代のおもちゃをつくってみよう　（経つはめ） 

9′　7 ��ﾉL｢��X���30名 ����まが王をつくろう 

9！21 �30名 �#��#2�#r�昭和のおもちゃをつくちう（日光写真） 

10／ll ��X����X���10組 剿ﾘの実で遊ぼう 

10112 �30名 剌ｺ和のおもちゃをつくろう（日光写真） 

11　3 �ｩL｢�300名 ��hﾈ�2�里山オリエンテーリング 

11／16 ��ｸ自L｢�200名 ��3R�徳山のくらしを体験しよう 

12／（う ��ｸ自L｢�30名 �(������まが玉をつくろう 

12／7 亢ｸ����20組 ����自然観察会「カブトムシの幼生をさがそう＿ 

12／1－ �ｩLｨ�傅ﾈ�h�ｩD闌�ｩ�X���｢�10名 ��b�和凧をっくろう 

121ノ21 侭L｢�‘10名 �3r�わら細十一しめ飾りをつくらう～ 

1ノ（う ������20名 �#2�自然観察会「春のと草ウォ、ソナング」 

1／18 ��X���20名 唐�親子で博物館探検 

21 ：∴1日i ㍑／15 ��Sx�ﾂ�20名 ��R�自然観察会「冬の／主－ドウィ、ノナング」 

親子 ��ﾃC�kﾂ�44 傴ｩ��,ﾈ*ﾘ.x+X/��ﾈﾋ�+X�8*B�

親子 �#�kﾂ�1； 亢ｸ��,YH饂渥�%Hﾉ��

言i＼∴∵ 疋�#r���6ﾓ"�小写生 丿X�D��h�ｩkﾂ�61 �H,ﾉth/�鰄,�,H*�,�唏.x*B�

リー 剪�瘴�2年 丿S#�kﾂ�12 弍)XﾈﾋIZ�&ﾘﾈ竟H�8,�,�*H*B�

関連事業 塔���一般 �,�+R�120 們���Y59;冤ﾘﾅ�,ﾉ�x-ﾙzx,H����

8′17 �ｩL｢�なし �����実演「鉄道模型の組み立て」 

8／2－1 �ｩL｢�なし �����実演「鉄道模型の組み立て」 

8／：il ��ﾉ.r�なし �����実演「鉄道模型の組み立て」 

9　7 ��掩｢�なし �����実演「鉄道模型の組み立て」 

9／li／1 ��YL｢�なし �����実演「鉄道模型の組み立て」 

10　－ ��ｸ自L｢�130名 都��トーク＆コンサート1両手両足のない中村久子の一一一生」 

10／13 �ｩL｢�1：＿川名 ��3��講演会「母・中村久子を語る」 

10／19 �ｨ耳耳自L｢�130年’， 田R�講演会「中村久子女史の世界」 

特別行事 店���ﾈ����高貴 �3��kﾂ�101 偸H,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ�ｲ�

1／7 �:��ﾂ�200名 �#3"�七草がゆを食べよう 

3！8 俘(ｴﾒ�130名 田��早春のコンサー占irミュージアム～春の吉葉を生演奏で～ 

博物飾 ���*H6ﾘ��R�教員 �#�kﾂ�9 佻ﾈｫH/�ｨ駅�+X+ﾘ齷�(ｬ��,ﾉ_ｹd��

講座 塗�x�ッ�教員 �#�kﾂ�15 ��隶ﾘ,8*ﾘ.��X懆*�+�+Y�ﾈﾋ�,ﾈ687｢�

8　6 仆8蹴�ｻ8蹴�20名 ��R�生活道具を教材にLiLう 

10　9 �30名 ����化石レ‾ノ∵）カの作成方法 

合　計 劔㌫1／19 ��
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期　　日 冽���k����b�対象児童等 ��ﾈ�����B�会　　場 假h��ｼh��>���vR�

1 兌ﾙ�ﾃ#�D緝ﾈ��9?｢�関市立瀬尻小学校 的D��b�84 �+y|y�ﾂ�カワゲラウオッチング事前指導 

2 兌ﾙ�ﾃ#�D緝ﾈ��i?｢�関市立上之保小学校 的D��b�15 �,9]ｶﾆ亦�カワゲラウオッチング 

3 兌ﾙ�ﾃ#�D緝ﾈ��y?｢�関市立瀬尻小学校 的D��b�83 �+y|y�ﾂ�カワゲラウオッチング 

4 兌ﾙ�ﾃ#�D緝ﾈ�#y?｢�岐阜市立日野小学校 妬D��b�74 ��ｩdｹ����岐阜市日野の歴史（諏訪神社獅子頭・遺跡） 

5 兌ﾙ�ﾃ#�D繆ﾈ���)?｢�関市立金竜小学校 的D��b�115 �,9]ｹ�ﾂ�カワゲラウオッチング 

6 兌ﾙ�ﾃ#�D繆ﾈ���y?｢�関市立武儀西小学校 的D��b�10 �,9]ｹ�ﾂ�カワゲラウオッチング 

7 兌ﾙ�ﾃ#�D繆ﾈ����?｢�各務原市立稲羽中学校 �(hｧs�D��b�98 丿Yk�ﾋH�9zx手秤(hｧxﾕ｢�各務原市の歴史 

8 兌ﾙ�ﾃ#�D繆ﾈ���?｢�関市立安桜小学校 的D��b�108 亊i�ﾂ�カワゲラウオッチング 

9 兌ﾙ�ﾃ#�D繆ﾈ���?｢�関市立武儀束小学校 的D��b�15 �,9]ｹ�ﾂ�カワゲラウオッチング 

10 兌ﾙ�ﾃ#�D繆ﾈ���?｢�関市立武儀中学校 ��D��b�25 �,9]ｹ�ﾂ�カワゲラウオッチング 

11 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ��?｢�関市立富岡小学校 的D��b�101 亊h�9zyW�ｨ抦ｧxﾕ｢�肥田瀬用水に住む生き物について 

12 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ���?｢�岐阜市立三輪北小学校 ��D��b�19 ���66ﾄ亦�川の生き物の観察 

13 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ����?｢�各朔市立鵜潤一小学校 的D��h��iD��b�23 �ﾈ���h耳抦ｧxﾕ｢�化石のレプリカづくり 

14 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ����?｢�岐阜県立不破高等学校 俘(ﾕ｣9D��b�33 弍)XﾈﾊyzyW9Fｨﾘ)9乂xﾕ｢�西濃の歴史 

15 兌ﾙ�ﾃ#�D��(ﾈ���?｢�岐阜県立飛騨高山高等学校 豫(ｺｸ怦ｧx怎���9D��30 免迄�9�ﾂ�河川環境調査の方法 

16 兌ﾙ�ﾃ#�D�8ﾈ���9?｢�関市立武儀東小学校 的D��b�15 �,8ｹ���YY�ｵi��迄ｨizﾉ&�5��カワゲラウオッチング 

期　　日 冽���k����b�対　　象 ��ﾈ�����B�内　　容 

1 兌ﾙ�ﾃ#�D紿ﾈ�#I?｢�県民ふれあい会館 俐ﾉw�)D駑ｨ,ﾈﾊy�X蹴�105 弍)Xﾈﾊx,ﾉ[h嶌,i��譴�

2 兌ﾙ�ﾃ#�D繆ﾈ�#�?｢�山田子ども会 倬�;h�Y]ｸﾎﾈ�"�48 ��Y�i�iZ�,ﾉ+(ﾛ��

3 兌ﾙ�ﾃ#�D繹ﾈ�#�?｢�闇市小中学校教育研究会 仆8蹴�9 ��Y�i�iZ�,ﾈｬ���

4 兌ﾙ�ﾃ#�D纔ﾈ���i?｢�自治体”農”ネットワーク �ｩL｢�30 ��Yц,ﾉ�i�Hﾆ�,ﾈｬ���

5 兌ﾙ�ﾃ#�D纔ﾈ�#y?｢�岐阜県美術館 ��X���100 舒�i5xｭi��,ﾈﾜ8+X.�,ﾂ�

6 兌ﾙ�ﾃ#�D纔ﾈ�#�?｢�賑良・自然とくらし楽校 �(hｧy�h�Y�X���23 �6x987ｸ,ﾉz(�h,ﾉ�iZ�?8�Y��+(ﾛ��

7 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ���?｢�岐阜県美術館 ��X���80 舒�i5xｭi��,ﾈﾜ8+X.�,ﾂ�
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〔利用状況〕

1入館者数

本年度は、入館者数51，139人　で前年に比べて26，379

人34．0％の減となった。これは、今年度から特別展が従

来の年2回から1回になったことや、昨年度の特別展が

恐竜展であったことから、児童生徒を中心に大きく減少

したと考えられる。

開館日数は306日であり、1日平均の入館者数は167人

で、1日あたりの入館者が最も多かった日は、館の無料

開放日となる11月3日の文化の日で2，475人を数えた。

団体入館者数は、7，265人で、入館総数の約14．2％を

占めており、月別では10月が2，708人で一番多く、団体

入館者総数の37．3％を占めている。

特別展期間中の入館者数は下表のとおりである。入館

者総数は、16，666人を数え1日平均は327人であった。

月 傅ﾉ(hﾘ)�b�大学生 �ｨ����L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 ���3c湯�17 ���3��"�3，528 �#b�136 

5 �8�3�SR�23 �(�3sS��5，829 �#r�216 

6 ���333B�20 ���3鉄r�3，311 �#R�132 

7 ���3CCR�77 ���3c澱�3，218 �#r�119 

8 �8�3S3��55 �8�33c��6，953 �#r�258 

9 �(�3�#B�30 �(�3�32�4，187 �#R�167 

10 店�33���38 �8�3�#��8，469 �#r�313 

11 滴�3�cr�51 �8�3S釘�7，812 �#b�300 

12 都���14 都#��1，442 �#B�60 

1 鉄CB�27 塔迭�1，466 �#"�67 

2 ���3��b�13 ���3#3r�2，366 �#B�99 

3 ���3#3��54 ���3#cR�2，558 �#b�98 

合計 �#h�3#s��419 �#H�3CC��51，139 �3�b�167 

特　別　展　名 弍ｨ����ｭB�小中高生 ��Xｧy�b�般 佗b�

骨のあるやつ 祷�����ﾃ�����b�9，656 �����6，902 ��h�3ccb�

2　施設利用

今年度の講堂及び研修室等の主な利用者は、次のとおりであった。

＜講堂＞

ウシモツゴ研究会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県博物館協会理事会

準デジタル・アーキビスト資格取得2日間講座

グループ径（みち）

岐阜県植物誌調査会

環境学習プログラム研究会

関市教育委員会子ども文化事業

教育研修課博物館活用講座

岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会

岐阜県植物誌調査会

折り紙研修会

衛生管理者会議

岐阜県植物誌調査会

ダチョウ組（ダチョウの骨格標本製作グループ）

美濃・可茂教育事務所初任者研修教育研修課博物館活用講座

博物館活用講座

準デジタル・アーキビスト資格取得2日間講座

岐阜県高等学校教育課程研究集会

関市小中学校教育研究会小学校理科部会

百年公園運営協働会議

岐阜県植物誌調査会

ダチョウ組

岐阜県高等学校長協会常任理事会

岐阜県植物誌調査会

教育研修課博物館活用講座

岐阜県植物誌調査会

関ボランティア連絡会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県植物誌調査会

岐阜大学教育学部理科教育

岐阜県植物誌調査会

岐阜県小学校社会科研究部会

岐阜県博物館協会理事会

岐阜県植物誌調査会
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＜研修室＞

ダチョウ組

ダチョウ組

ダチョウ組

準デジタル・アーキビスト資格取得2日間講座

環境学習プログラム研究会

岐阜県小学校社会科研究部会

教育研修課博物館活用講座

ダチョウ組

衛生管理者会議

岐阜野尻湖友の会総会

美濃・可茂教育事務所初任者研修

菖蒲まつり写真コンテスト表彰式

御嵩町教育センター夏期研修講座

準デジタル・アーキビスト資格取得2日間講座

とうかい文化フォーラム夏季研修

岐阜県高等学校教育課程研究集会

岐阜県羽島郡教科研図工・美術部会

本巣市学校教育研究会夏季研修会

山県市小中学校教職員研修

関ボランティア連絡会

岐阜県百年公園運営協働会議

岐阜県小学校社会科研究部会

＜ハイビジョンホール＞

岐阜県警察学校初任科生研修

準デジタル・アーキビスト資格取得講座

岐阜県博物館協会総会・講演会

衛生管理者会議

美濃・可茂教育事務所初任者研修

準デジタル・アーキビスト資格取得講座

岐阜県高等学校教育課程研究集会

岐阜県警察学校初任科生研修

〔博物館関係団体〕

1　岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもとに社

会教育の健全な推進と文化の向上に寄与すること」を目

的に、昭和／／11年に設立された。

公開講庫（年3回）、機関紙発行（年3回）、会員研修

会（年2回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に沿う

ように努力した。

平成21年3月現在、会員館園は132、個人会員は13名

主な役員は次のとおり。

会長・・・若宮多門、副会長…名和哲夫、古川秀昭、店屋
一行、榎本徹、口中彰、事務局は岐阜県博物館内にある。
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＜協会の主な事業＞

協会監査

第1回理事会

岐阜県博物館協会通常総会

第3回県民文化講演会

機関紙委員会

第1回地域博物館活性化委員会

西濃地区地域博物館活性化委員会

第115回公開講座

東海地区博物館連絡協議会総会

機関紙「岐阜の博物館」第157号発行

第116回公開講座

中濃地区地域博物館活性化委員会

第2回地域博物館活性化委員会

第117回公開講座

東海二県博物館協会研究交流会

機関紙「岐阜の博物館」第158号発行

第70回会員研修会

全国博物館大会

東濃地区地域博物館活性化委員会

第71回会員研修会

研修委員会

第2回理事会

機関紙「岐阜の博物館」第159号発行



2　岐阜県博物館友の会

博物館「友の会」は、動物・植物・地学等の自然系

や歴史・考古・民俗・美術「芸等の人文系などに興味、

関心を持っ人々の展示観覧、研究、学習の便宜を図って

いくという博物館の教育普及と密接な関わりがあり、博

物館の事業や活動をサポートしていく会である。

平成20年度の一般会員数は250名、後援会員は12個人・

団体である。昨年度比で一般会員は36名の減である。昨

年度はその前の年の19年度比で10名減となっており、こ

このところ、年々減少傾向にある。新規に会員になる数

よりも継続会員の高年齢化が進み、退会者が増えてきて

いることによるものである。後援会員は1団体の新規加

入があった。一般の多くの方々に「友の会」の存在や活

動内容について知ってもらうことが必要である。そのた

めにも友の会独自のHI〕等によるPRにも取り組み、ま

た内容豊かな活動にも心がけて推進しているところであ

る。

平成20年度の主な事業、

（1）会議

春季役員会・総会

秋季役員会

臨時会長・副会長会

会長・副会長会

（2）各種委員会

会報委員会

探訪の旅委員会

行事は次の通りである。

5月　9日（金）

10月23日（木）

12月12日（金）

3月14日（土）

4月24日（木）

5月14日（水）、8月29日（金）

七草委員会　　　　　　11月11日（火）、1月6日（火）

（3）広報誌の発行

季刊誌「友の会報」は92号（6月），93号（10月），94

号（2月）の年3回発行。

各誌A4判6頁で図・写真オールカラー。各350部

（4）図録の刊行

秋季特別展「骨のあるやつ」で、関連図録を500冊刊

行し、特別展期間中に439冊を取り扱った。

（5）図録の販売

図録の販売は、前年度までの発行図録を従来どおりに

館内販売と、外部施設での委託販売が中心である。また

インターネットによる本館HP掲載により、図録の問い

合わせ注文も増えてきている。

委託による図録販売は、県内では「高山陣屋」、「海

津町歴史民俗資料館」、「岐阜県世界淡水魚水族館（ア

クア・トトぎふ）」、「下呂発温泉博物館」、「レストハウ

ス花兆」、「岐阜県百年公園事務所」、「岐阜県図書館」

の7ヶ所と、県外では「東京国立博物館」、「国立歴史

民俗博物館（千葉県佐倉市）」、「横浜都市発展記念館」

（今年度期間限定）の3ヶ所と委託販売契約を結んでい

る。

（6）博物館との共催事業の実施

①特別行事　「七草がゆを食べよう（1月7日（水））」

参加者約160名。今年度は天候にも恵まれ、尾藤関市長

も来場試食された。サポーター、ボランティアの協力等

もあり、味にこだわった七草粥を参加者に提供でき、好

評であった。

②企画展関連事業　「三葉虫を調べよう、化石クリー

ニング体験（学校の夏期休業中及び毎月∠生～5回程度）」

③たのしい博物館　「まが玉をつくろう」「化石のレ

プリカをつくろう」など11種17回

④博物館活用講座「化石レフリカの作成方法」開催。

（7）友の会員入館の入館料補助

会員の博物館見学者は、4月lH～3月31日の1年剛こ、

常設館への入館者214名、特別展期間中の入館者41名、

合計255名の入館があり、その入館料（団体料金相当）

を友の会で助成した。

（8）探訪の旅

岐阜県博物館友の会では、会員相互の見聞を広め教養

を高めるとともに、親睦を図ることを目的に、海外への

探訪並びに国内の探訪を実施している。今年度から新た

に自然探訪として、児童生徒向けの「福井県立恐竜博物

館および化石発掘体験」を企画実施し、好評を得た。

①自然探訪　期日は10月4日（上）に福井県恐竜博物

館見学とかっやま恐竜の森での化石発掘体験をしだっ　参

加者は40名（小人16名、大人24名）。恐竜等の展示の充

実と工夫に感動し、見半時間が短かったという感想もあ

った。化石発掘体験では植物の化石を発見し持ち帰るこ

とができた。

②国内探訪　期日は10月16日（木）に木曽福島関所と

奈良井宿見学の旅を実施した。参加者は33名。木曽福島

では福島関所跡の資料館、興禅寺（日本一の石庭、王物

殿など）、周辺の史跡の見′学。奈良井宿では同重要伝統

建造物保存地区に指定された宿場と即日庄三史料館の見

学。充実した探訪の旅であった。

③海外探訪　2月22日出発予定の第12回海外探訪の旅

「インド・ネパール世界遺産見掌8日間」は、11月2611

にインド・ムンバイでの同時多発テロが発生したことに

より、会長・副会長会議を開き、参加者、ご家族の「安

全性・安心感」を最優先すべきとし、中止・延期とした

（9）友の会のHPやメールアドレスの開設

今年度、念願の入会案内や友の会刊行の図録の紹介等

を中心としたホームページを開設した。また同時に友の

会のメールアドレスも設定した。年度途中にプロバイダ

の都合で下記のように変更となった。今後博物館とのリ

ンクや内容の充実を図っていく予定である、＿

メール　　tomonokai＠orange．zero．jp

URL http‥／／orange・ZerO．jp／tomonokai／
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Ⅲ　利用案内（平成21年度）
●開　館　時　間　　　　　4月～10月　　9時　　～16時30分　（入館は16時まで）

11月～　3月　　9時30分～16時30分　（同上）

●入　　館　　料

区　　分 冏ｸ��������ｭ���7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8��

通　　常 �<�¥ｩ5x､ｨﾜ9(b�

般 �3#���#c��ｨ冷�別途料金 冖8����{��

大　学　生 �����鉄��ｨ冷�

小　中　高　生 冖8����{��無　　料 

（）は20名以上の団体

●休　　館　　日　　　　・月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合はその翌平日）

・年末年始（12月29日～翌年1月3日）

●駐　　車　　場　　　　　博物館には駐車場がありませんので、岐阜県百年公園の駐車場をご利用ください。

駐車料金・・・普通（軽）自動車300円、バス820円

岐阜県百年公園

北口から300m

名鉄岐阜駅
JR帳阜駅

国道156号線

至美濃“郡上

至郡上・高山　至北濃

東海環状自動車道

至関市街

国道248号線

東海北陸自動車道

」R高山線

主要地方道・関江南線
至各務原“江南

」R美濃太田駅

国道21号線

恨事羽島IC

国道22号線

名神高速道路
一宮JCT

●東海北陸自動車道（関インターから車5分）

●岐阜バス（小屋名バス停下車徒歩15分）

※岐阜駅方面からお越しの方は、名鉄岐阜バスターミナル

又は」R岐阜駅14番乗り場でご乗車ください。

（岐阜関線、岐阜美濃線、千疋“大平台タウン線）

※関駅方面からお越しの方は、関駅下車徒歩5分の

栄町1丁目バス停でご乗車ください。（山支阜関線）

至各務原“美濃加茂

岐阜各務原IC

中央自動車道

小牧JCT

名古屋iC

至静岡・東京

岐阜県博物館へは岐阜県百年公園北口駐車場をご利用ください（有料）。歩行が困難な方は博物 
館まで車の乗り入れができますので、北口ゲートでお申し出ください。 

〒501－3941岐阜県関市小屋名（岐阜県百年公園内）
TELO575－28－3111（代）FAX0575－28－3110　URL http：／／www．museum．pref，gifu．jp
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